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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

回次 第16期 第17期 第18期 第19期 第20期 

決算年月 2015年３月 2016年３月 2017年３月 2018年３月 2019年３月 

売上高 （千円） 7,239,355 6,801,729 5,906,871 6,189,938 5,513,655 

経常利益又は経常損失（△） （千円） 446,826 143,769 △209,746 △53,969 20,858 

親会社株主に帰属する当期純

利益又は親会社株主に帰属す

る当期純損失（△） 

（千円） 73,983 74,733 △297,763 312,931 △83,585 

包括利益 （千円） 77,620 78,469 △294,688 317,634 △80,955 

純資産額 （千円） 1,972,825 2,042,321 1,768,123 2,062,849 1,958,483 

総資産額 （千円） 3,352,986 3,176,393 3,172,989 3,203,880 2,742,091 

１株当たり純資産額 （円） 285.90 293.80 249.30 290.72 275.34 

１株当たり当期純利益又は１

株当たり当期純損失（△） 
（円） 10.81 10.89 △43.05 44.71 △11.94 

潜在株式調整後１株当たり当

期純利益 
（円） 10.63 10.76 － － － 

自己資本比率 （％） 58.4 63.7 55.0 63.5 70.3 

自己資本利益率 （％） 3.8 3.8 － 16.6 － 

株価収益率 （倍） 97.1 103.5 － 14.1 － 

営業活動によるキャッシュ・

フロー 
（千円） 648,637 △43,025 △211,505 68,067 94,714 

投資活動によるキャッシュ・

フロー 
（千円） △75,813 △105,068 △109,903 335,353 △3,795 

財務活動によるキャッシュ・

フロー 
（千円） △140,990 △95,827 154,344 △166,195 △139,793 

現金及び現金同等物の期末残

高 
（千円） 1,463,732 1,219,810 1,052,745 1,289,971 1,241,096 

従業員数 
（人） 

330 357 349 292 284 

〔外、平均臨時雇用人員〕 〔35〕 〔37〕 〔－〕 〔－〕 〔－〕 

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

２．第18期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり当期純損

失であるため記載しておりません。 

３．第19期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

４．第20期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であり、また、希薄化効

果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．第18期及び第20期の自己資本利益率については、親会社株主に帰属する当期純損失であるため記載しており

ません。 

６．第18期及び第20期の株価収益率については、親会社株主に帰属する当期純損失であるため記載しておりませ

ん。

７．第18期、第19期及び第20期の平均臨時雇用人員については、従業員数の100分の10未満であるため記載を省

略しております。 
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(2）提出会社の経営指標等

回次 第16期 第17期 第18期 第19期 第20期 

決算年月 2015年３月 2016年３月 2017年３月 2018年３月 2019年３月 

売上高 （千円） 5,772,360 4,888,793 3,950,013 4,111,298 3,403,531 

経常利益又は経常損失（△） （千円） 489,062 26,918 △198,343 △159,863 △57,202 

当期純利益又は当期純損失

（△） 
（千円） 30,405 9,026 △149,687 169,046 △133,342 

資本金 （千円） 544,249 549,420 570,966 570,966 570,966 

発行済株式総数 （株） 6,853,800 6,881,900 6,999,000 6,999,000 6,999,000 

純資産額 （千円） 1,799,759 1,799,435 1,670,335 1,816,220 1,658,140 

総資産額 （千円） 2,918,805 2,689,447 2,682,322 2,547,443 2,073,285 

１株当たり純資産額 （円） 262.60 261.04 238.24 259.11 236.62 

１株当たり配当額 

（円） 

3.25 3.25 3.25 3.25 3.25 

（うち１株当たり中間配当

額） 
（－） （－） （－） （－） （－） 

１株当たり当期純利益又は１

株当たり当期純損失（△） 
（円） 4.44 1.32 △21.64 24.15 △19.05 

潜在株式調整後１株当たり当

期純利益 
（円） 4.37 1.30 － － － 

自己資本比率 （％） 61.7 66.8 62.2 71.2 79.9 

自己資本利益率 （％） 1.7 0.5 － 9.7 － 

株価収益率 （倍） 236.3 856.6 － 26.1 － 

配当性向 （％） 73.1 247.0 － 13.5 － 

従業員数 （人） 180 193 252 203 185 

株主総利回り （％） 60.7 65.4 39.7 37.1 37.9 

（比較指標：東証マザーズ指

数） 
（％） (115.1) (134.4) (141.8) (160.4) (127.6) 

最高株価 （円） 2,200 1,430 2,098 786 818 

最低株価 （円） 998 480 641 595 300 

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

２．第18期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり当期純損

失であるため記載しておりません。 

３．第19期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。 

４．第20期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であり、また、希薄化効

果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

５．第18期及び20期の自己資本利益率については、当期純損失であるため記載しておりません。 

６．第18期及び20期の株価収益率については、当期純損失であるため記載しておりません。 

７．第18期及び20期の配当性向については、当期純損失であるため記載しておりません。 

８．最高株価及び最低株価は、東京証券取引所マザーズにおけるものであります。 
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２【沿革】

（当社の設立等について） 

 当社は、米国のNetyear Group,Inc.の子会社として設立されております。Netyear Group,Inc.は、1997年10月に株

式会社電通国際情報サービスの米国法人であるISI-Dentsu of America,Inc.の子会社として設立され、米国において

SIPS事業（後述）及びインキュベーション事業（起業支援事業：ベンチャー企業に対する支援を資金面だけでなく、

より多くの投資リターンを上げるために技術的・経営的にサポートする事業）を展開しておりましたが、1998年10月

に当時の経営陣によるＭＢＯ（経営陣による企業買収）により電通グループより独立しております。 

 Netyear Group,Inc.は、米国において事業を展開しておりましたが、当時米国と比較して日本国内におけるインタ

ーネット関連市場は未成熟な状況であり、より多くの事業機会が見込まれること等の理由から、1999年７月に日本国

内の事業拠点として当社を設立し、日本国内に事業を移管しております。 

 

 当社設立以後にかかる経緯は、次のとおりであります。 

年月 事項 

1999年７月 東京都港区にネットイヤー・ナレッジキャピタル・パートナーズ株式会社（現当社）を設立、SIPS事

業及びインキュベーション事業を開始 

2000年１月 ネットイヤーグループ株式会社に商号変更 

2001年３月 インキュベーション事業の推進を目的として、株式会社ネットイヤー・ナレッジキャピタルパートナ

ーズの株式を100％取得し子会社化 

2002年９月 本社を東京都渋谷区桜丘町に移転 

2003年６月 事業方針の転換により株式会社ネットイヤー・ナレッジキャピタルパートナーズの株式を譲渡 

2003年７月 Netyear Group,Inc.と資本関係を解消 

2003年７月 第４回第三者割当増資をソラン株式会社を割当先として実施、ソラン株式会社の連結子会社となる 

2006年１月 ソラン株式会社との合弁会社として、インターネット技術を使用した新しいビジネスモデルの研究と

事業開発を目的とするトリビティー株式会社を設立 

2006年９月 ウェブサイト制作・運用を事業目的とするネットイヤークラフト株式会社を設立 

2007年４月 モバイル分野のマーケティング支援やサイト構築を事業目的とするネットイヤームーヴ株式会社を設

立 

2008年３月 東京証券取引所マザーズに株式を上場 

2008年３月 ソラン株式会社の連結子会社からソラン株式会社の持分法適用関連会社に異動 

2008年10月 トリビティー株式会社の株式をソラン株式会社より取得し子会社化 

2009年１月 ソーシャルメディアマーケティングサービスの強化を目的として、株式会社トライバルメディアハウ

スの株式を取得し子会社化 

2009年６月 トリビティー株式会社の商号をネットイヤーゼロ株式会社に変更 

2010年４月 モバイル領域の体制強化を目的として、株式会社モバプロネットの株式を取得し子会社化 

2010年10月 株式会社モバプロネットがネットイヤームーヴ株式会社を吸収合併し、商号をネットイヤーモビー株

式会社に変更 

2011年４月 主要株主である筆頭株主がソラン株式会社からＴＩＳ株式会社へ異動 

2011年５月 本社を東京都港区赤坂に移転 

2013年３月 ネットイヤークラフト株式会社がネットイヤーモビー株式会社を吸収合併 

2013年８月 クラウド領域における開発力の強化とプロダクト事業領域の強化を目的として、株式会社日本技芸の

株式を取得し子会社化 

2014年２月 本社を東京都中央区銀座に移転 

2014年４月 

2015年11月 

2016年３月 

ネットイヤーゼロ株式会社を吸収合併 

株式会社日本技芸の商号をrakumo株式会社に変更 

主要株主である筆頭株主がＴＩＳ株式会社からコニカミノルタビジネスソリューションズ株式会社

（現 コニカミノルタジャパン㈱）へ異動 

2016年12月 ネットイヤークラフト株式会社を吸収合併 

2017年８月 rakumo株式会社の全株式を売却 

2019年２月 株式会社エヌ・ティ・ティ・データと資本業務提携契約を締結 

2019年３月 株式会社エヌ・ティ・ティ・データによる当社株式の公開買付けにより、株式会社エヌ・ティ・テ

ィ・データの連結子会社となる 
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３【事業の内容】

当社グループは、主に当社および連結子会社１社より構成されており、企業に対してインターネット技術を活用した

デジタルトランスフォーメーションやデジタルマーケティング支援をするSIPS（Strategic Internet Professional 

Services）事業を主な業務としております。 

 Facebook、Twitterといったソーシャルメディアの台頭、スマートフォンやタブレットなどのモバイルデバイスの

普及などによって、インターネットを介した消費者と企業との関係性は大きく変化する一方、インターネット技術の

進化により、企業が取り扱うことのできる消費者にかかわるデータは飛躍的に拡大してきており、企業は、消費者の

購買情報のみならず、消費者が発信するソーシャルメディアの情報、場所も含む行動履歴などを把握することができ

るようになってきております。 

 そのような事業環境の変化の中、当社グループは、企業と消費者がインターネットを通じて新しい関係性を構築す

ることを支援すべく、以下のサービスを提供しております。 

 

① デジタルマーケティング戦略策定 

 デジタル技術を中核に据えたマーケティング戦略、成長シナリオ、新規事業のビジネスモデル、オムニチャネ

ル戦略、顧客育成戦略の策定を支援します。 

 

② ユーザーエクスペリエンス設計 

 企業がインターネットを介して消費者にどのような体験を提供し消費者と関係を構築するのか、消費者調査の

実施、ユーザーの感情シナリオ策定、プロトタイピング等を通じ、消費者がシステムを通じて受け取る体験（エ

クスペリエンス）を設計します。 

 

③ プロモーション企画 

 インターネット上での集客や宣伝等の企画を行います。 

 

④ サイト構築・運用、SNS運用、広告・プロモーションの実行 

 WEBサイトやアプリケーションなどのオウンドメディアの構築、運用、SNSアカウントの運用、広告運用等を行

います。 

 

⑤ ASPサービス提供 

 DMP、マーケティングオートメーション、SNS運用ツール等企業と消費者との関係構築等のASPサービスを提供

します。 

 

 当社グループにおいては、当社が主にオウンドメディアを中心に、株式会社トライバルメディアハウスがソーシャ

ルメディアを中心に、上記サービスの提供を行っております。 
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 以上に述べた内容を事業系統図によって示すと次のとおりであります。 
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４【関係会社の状況】

名称 住所 
資本金 

（百万円） 
主要な事業の内容 

議決権の所有
割合又は被所
有割合（％） 

関係内容 

（親会社）          

日本電信電話株式会社 

（注）１．２．３．４ 
東京都千代田区 937,950 

基盤的研究開発の

推進及びNTTグル

ープ全体の経営戦

略の策定 

被所有 

48.5 

(48.5) 

NTT株式会社の親

会社 

NTT株式会社 

（注）２．３．４ 
東京都千代田区 600,000 

NTTグループにお

けるグローバル事

業のガバナンス及

び戦略策定等 

被所有 

48.5 

(48.5) 

当社の親会社であ

る株式会社エヌ・

ティ・ティ・デー

タの親会社 

株式会社エヌ・ティ・ティ・デ

ータ（注）１．２．４ 
東京都江東区 142,520 

システム設計・開

発・販売 

被所有 

48.5 

資本業務提携 

当社サービスの提

供 

（連結子会社）          

株式会社トライバルメディアハ

ウス（注）５．６ 
東京都中央区 37 

ソーシャルメディ

アマーケティング

支援 

92.5 

ＡＳＰの仕入 

役員の兼任等有り 

当社が事務所・設

備を賃貸 

（注）１．有価証券報告書提出会社であります。 

２．議決権の所有割合は100分の50以下でありますが、実質的な支配力を持っているため親会社としております。 

３．議決権の所有割合又は被所有割合の（ ）内は、間接被所有割合で内数となっております。 

４．前連結会計年度において、その他の関係会社であったコニカミノルタジャパン株式会社は、株式会社エヌ・テ

ィ・ティ・データによる公開買付けに同社が保有する当社の全株式を応募し、公開買付けが成立したため、同

社及び同社の親会社であるコニカミノルタ株式会社はその他の関係会社に該当しないことになりました。ま

た、これにより、2019年３月13日付で株式会社エヌ・ティ・ティ・データ及び同社の親会社であるNTT株式会

社、NTT株式会社の親会社である日本電信電話株式会社が当社の親会社に該当することになりました。 

５．特定子会社に該当しております。 

６．株式会社トライバルメディアハウスについては、売上高（連結会社相互間の内部売上高を除く）の連結売上高

に占める割合が10％を超えております。当該会社の最近連結会計年度の主要な損益情報等は次のとおりです。 

売上高 2,126,890千円 

経常利益 77,634 

当期純利益 53,419 

純資産額 395,743 

総資産額 781,959 
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５【従業員の状況】

(1）連結会社の状況 

  2019年３月31日現在 

セグメントの名称 従業員数（人） 

SIPS事業 284 

合計 284 

（注）１．従業員数は就業人員数であり、臨時従業員は、その総数が従業員数の100分の10未満であるため記載してお

りません。 

２．従業員数に使用人兼務取締役は含んでおりません。 

 

(2）提出会社の状況 

      2019年３月31日現在 

従業員数（人） 平均年齢（歳） 平均勤続年数（年） 平均年間給与（千円） 

185 38.8 4.8 5,729 

 

セグメントの名称 従業員数（人） 

SIPS事業 185 

合計 185 

（注）１．従業員数は就業人員数であり、臨時従業員は、その総数が従業員数の100分の10未満であるため記載してお

りません。 

２．平均年間給与は、税込支給金額であり、賞与及び基準外賃金を含んでおります。 

 

(3）労働組合の状況 

 労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。 
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

(1）グループ経営方針、経営環境、経営戦略等 

当社グループは、「ビジネスの未来をデジタルで創る、ビジネスの未来をユーザーと創る。」をグループビジョ

ンとし、顧客企業のインターネットを通じたマーケティング活動（デジタルマーケティング）を支援し、顧客企業

が消費者に対して、質の高い体験を提供することで企業価値を高めることを支援しております。当社グループは、

デジタルマーケティング領域においてNo.１ブランドになることを目指して、提案力、創造性の高いクリエイティブ

力、先端的な技術力を強みとした独自性の高いサービスを提供し続けることを方針としております。 

当社グループのビジネスモデルの中心は、顧客企業にサービスを提供するソリューションビジネスです。ソリュ

ーションビジネスは知識集約型、労働集約型の双方の側面を持っておりますが、当社では、特に大規模かつ高難易

度なプロジェクトにおけるサービスの設計や企画、プロジェクトマネジメントといった知識集約型の高付加価値領

域のサービスに注力しております。 

現在、消費者の情報収集はテレビや新聞等の媒体からインターネットへシフトしてきており、デジタル（ICT）技

術を活用した広告宣伝や販促活動を行うデジタルマーケティングのニーズは急速に拡大しております。また、デジ

タル技術を用い企業のビジネスモデルやビジネスプロセスを変革する「デジタルトランスフォーメーション」に取

り組む企業も増加しており、ユーザー体験の設計を強みとする当社領域に対する注目は増しております。一方、市

場拡大に伴い、戦略コンサルティング企業、広告代理店、SIベンダー等がデジタルマーケティング領域に参入する

など、当社をとりまく競争環境は激化しております。また、デジタル技術の導入が顧客企業の経営に大きな影響を

与えるようになった結果、複数システムの高度な連携、顧客企業内での利害対立、複数ベンダーの参加による複雑

なプロジェクト進行など、プロジェクトの難易度が飛躍的に上昇してきております。このような事業環境の中、当

社は、ビジネス開発、システム開発、デザイン等のすべてのプロセスをユーザー体験から導出する「カスタマーエ

クスペリエンス」領域における知見、実績、サービスの質によって、競合企業に対して競争優位を確保しておりま

す。 

高付加価値型ソリューションサービスの競争優位は人材が中心となり、当社グループの成長はプロジェクトを実

施する人材に依存しております。当社グループでは、業界のリーダーとしての知名度に加え、先進事例へのチャレ

ンジや、大規模かつ世間の耳目を集めるプロジェクト事例等を通じ、当社ブランドや業界内でのプレゼンス向上を

行い、優秀な人材の獲得に繋げています。 

一方、インターネット業界は人材の流動性が高く、当社人材の社外流出リスクも高く、人材だけで中長期にわた

る成長を維持することは困難になってきております。そこで、当社グループでは、中心となる知識集約型のサービ

スの他、過度に人材の質に依存しない資本集約型サービスや、人材確保が比較的容易な領域における労働集約型サ

ービス等の複数のビジネスモデルを企業グループ内に保持することが中長期的な成長に必要不可欠と考え、プロダ

クトやサービス開発を積極的に行うとともに、外部企業との提携、M&Aにも積極的に取り組んでいく方針です。 

 

(2）目標とする経営指標 

主な成長性・収益性の指標として、売上高及び営業利益率を重視しております。なお、当社は中長期的な成長を

目指して新サービス開発、Ｍ＆Ａ等の投資を実行しておりますので、短期的には営業利益率が低下することがあり

ます。 

 

(3）対処すべき課題 

当社グループは、短期的な業績向上、中長期的な企業価値向上を遂げるため、以下の主要課題に取り組んでまい

ります。 

 

① プロジェクトマネジメント力の強化 

 プロジェクトの大型化、基幹システムとの連携等、デジタルマーケティング関連のプロジェクト難易度は上昇

し、工期遅延、コスト超過等が、発生するリスクがあります。プロジェクトマネジメント力の強化を目的とし、受

注から納品までのプロジェクトプロセスの再整備を行うほか、従業員教育の強化に努めております。 

 

② 人材採用と育成 

 当社グループの収益は人材の質と量に大きく依存しております。広報活動による情報発信、先進的な事例や実績

等を通じ業界内外におけるプレゼンスを向上することで、優秀な人材が当社グループに対して魅力を感じるように

するとともに、人材が最大限に能力を発揮できるような働き方改革や職場環境作りを通したモチベーションマネジ

メント、教育などを通じ、中長期的な持続的成長を目指してまいります。 
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③ 購買マネジメントの強化 

 当社グループのプロジェクトは多様な分野にわたるため、自社人材だけですべてを賄うことはできず、外注パー

トナーを活用することが不可欠です。一方、プロジェクトにおける外注パートナーへの過度の依存は、価格交渉力

の低下、当社内に蓄積するノウハウや知識の低下を招きます。戦略的パートナーシップを締結する外注パートナー

の選定等を通じ、購買マネジメントの強化を進めております。 

 

④ フロントエンドから業務領域までの一貫したデザイン体制の構築 

 当社グループは、デジタルテクノロジーを用いて、顧客企業と消費者と感情的な結びつきを強固にすることを目

指しております。その実現のためには、WEBサイトやアプリケーションといったフロントエンドのデザインだけでな

く、業務プロセス、ビジネスプロセスを設計し、デザインする力が必要です。自社内での教育はもとより外部との

連携を通じ、体制構築を進めてまいります。 

 

⑤ 営業効率の向上 

 収益性向上のために、製販人員比率や営業段階における製販役割分担、標準化、規模別での顧客分類、大型かつ

継続的な関係を持つ顧客開拓等を通じ、営業効率の向上に取り組んでまいります。 

 

２【事業等のリスク】

 以下において、当社グループの事業の状況及び経理の状況等に関する事項のうち、リスク要因となる可能性がある

と考えられる主な事項及びその他投資者の判断に重要な影響を及ぼすと考えられる事項を記載しております。当社グ

ループは、これらのリスク発生の可能性を認識した上で、発生の回避及び発生した場合の対応に努める方針でありま

すが、当社グループの株式に関する投資判断は、本項及び本書中の本項以外の記載内容も併せて、慎重に検討した上

で行われる必要があると考えております。 

 なお、以下の記載のうち将来に関する事項は、特段の記載がない限り、当連結会計年度末日現在において当社グル

ープが判断したものであり、不確実性を内在しているため、実際の結果と異なる可能性があります。 

 

(1）インターネットビジネス市場の動向等について 

 当社グループはインターネットビジネス市場を事業領域としていることから、当該市場の拡大が当社グループの

事業成長のための基本的な条件と考えております。一般的に、インターネットビジネス市場は今後も拡大していく

と予測されておりますが、今後、企業等におけるインターネットの重要性の低下や、インターネット利用に関する

新たな規制等の導入、その他予期せぬ要因によって、今後の市場拡大が阻害されるような状況が生じた場合には、

当社グループの事業展開、経営成績及び財政状態に影響を与える可能性があります。 

 

(2）景気動向及び顧客企業の広報・広告宣伝予算の影響について 

 当社グループの取引は顧客企業の広報・広告宣伝予算に強く影響を受けます。景気低迷の折に、広報・広告宣伝

予算は相対として削減の対象となりやすいと考えられ、顧客への景気その他の影響が、当社グループの経営成績に

大きな影響を与える可能性があります。 

 

(3）特定顧客への依存について 

 当社グループの事業においては、インターネット関連投資を行う企業等を主たる顧客としており、顧客の経営方

針、戦略等から特定顧客との取引が急激に拡大し、結果として、特定顧客への依存度が相対的に高くなる場合があ

ります。このような依存度が高い状況が発生した場合、主要顧客の戦略の変化や業務上のトラブル、その他何らか

の要因等により主要顧客との取引が著しく減少した場合には、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を与え

る可能性があります。 

 

(4）サービス等の陳腐化について 

 インターネットにおいては、新たな技術やサービスが逐次開発及び提供されており、その利用者の嗜好等につい

ても変化が激しい状況にあります。当社グループが保有する技術及びノウハウ等が陳腐化し、顧客に対する当社サ

ービスの訴求力が低下した場合、当社グループの事業展開、経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性がありま

す。 

 

(5）人材の確保及び育成について 

 当社グループの事業展開においては、業態的に個々の人材の知識及び能力に依存する要素が大きく、事業拡大に

おいては優秀な人材の継続した確保が必要であります。しかしながら、優秀な人材の確保が当社グループの計画通

り進まなかった場合や、現在在籍する人材の社外流出が生じた場合には、競争力の低下や事業拡大の制約要因にな

る可能性があり、当社グループの事業展開、経営成績及び財政状態に影響を与える可能性があります。 
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(6）競合について 

 当社グループが属するインターネットビジネス市場には、相応の事業規模を有する専業企業が複数あるほか、広

告代理店やコンサルティング企業、システムインテグレーター等も参入しております。また、当社グループの事業

は特許等で保護されているものではなく、既存の競合企業や新規参入企業による競争が激化し、当社の市場競争力

が低下した場合には、当社グループの事業展開、経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 

 

(7）提供サービスの不具合等について 

 当社グループの事業においては、顧客企業の広報、広告宣伝等を手掛けることから、当社の業務には高度な正確

性が求められます。当社グループが提供したサービスにおいて、ウェブサイト上の誤表示等のトラブル等が生じた

場合、当社グループの信頼性低下、損害賠償請求、顧客との取引停止等が生じ、当社グループの経営成績及び財政

状態に影響を及ぼす可能性があります。 

 

(8）受注案件の採算性について 

 当社グループは、顧客企業からプロジェクト案件の採算性等に十分留意しつつ受注活動を行っておりますが、仕

様変更への対応等により、当初の見積り以上の作業工数が必要となる場合があり、想定以上の費用負担によりプロ

ジェクト案件が不採算化する可能性があります。また、受注競争の激化や、受注拡大に伴う人員不足等に起因した

外注費の増加、見積り精度の低下等が生じた場合には、事業全体における採算性の悪化等が生じる可能性があり、

当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 

 

(9）他社との業務・資本提携等について 

 当社グループは、外部専門企業との業務提携、資本提携等を通じて事業の拡大、スピードアップに取り組んでい

く方針であります。当社グループと提携先の持つ技術やノウハウ等を融合することにより、事業シナジーを発揮す

ることを目指しますが、当初見込んだ効果が発揮されない場合、またこれらの提携等が何らかの理由で解消された

場合、当社グループの事業展開、経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。なお、当社は2019年３

月31日現在において、株式会社エヌ・ティ・ティ・データの連結子会社であり、同社の戦略及び方針が当社グルー

プの経営及び事業の方針に影響を及ぼす可能性があります。 

 

(10）Ｍ＆Ａについて 

 当社グループは、事業拡大と収益源の多様化を加速する有効な手段のひとつとして、Ｍ＆Ａを積極的に活用する

方針であります。Ｍ＆Ａの検討に際しては、対象となる企業の財務内容や契約関係、法務等について事前にデュー

デリジェンスを実施し、十分にリスクを吟味した上で決定しておりますが、買収後に不測の債務が発生した場合、

また事業の展開等が当初想定した計画通りに進まない場合、のれんの減損処理を行う必要が生じる等、当社グルー

プの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 

 

(11）情報管理について 

 当社グループの事業においては、顧客企業等の機密情報及び個人顧客情報を取り扱う場合があります。当社グル

ープは、これらの情報管理を事業運営上の重要事項と認識しており、当社は、2005年10月に社団法人情報サービス

産業協会よりプライバシーマークの認定（認定番号第11820395）を受けております。 

 しかしながら、当社グループが取り扱う機密情報及び個人情報について、漏洩、改竄又は不正使用等が生じる可

能性が完全に排除されているとはいえず、何らかの要因からこれら事態が生じた場合には、適切な対応を行うため

の費用増加、損害賠償請求、当社グループへの信用失墜及び顧客との取引停止等によって、当社グループの経営成

績及び財政状態に重大な影響を及ぼす可能性があります。 

 

(12）自然災害等について 

 地震、火災等の自然災害や、戦争、テロ、感染症の流行（パンデミック）等により、当社グループにおいて人的

被害または物的被害が生じた場合、または、外部通信インフラ、コンピュータネットワークに障害が生じた場合等

の事由によって当社グループの業務の遂行に支障が生じた場合、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及

ぼす可能性があります。 

 

(13）新株予約権の行使による株式価値の希薄化について 

 当社は、業績向上に対する意欲や士気を高めることを目的としてストックオプション制度を導入しており、会社

法第236条、第238条及び第240条の規定に基づく新株予約権を、当社の取締役及び従業員、当社子会社の取締役及

び従業員等に付与しております。2019年３月31日現在、新株予約権の目的である株式の数は349,600株であり、当

社発行済株式総数6,999,000株の5.0％に相当しております。これら新株予約権の行使が行われた場合、当社の株式

価値が希薄化する可能性があります。 
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３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績等の状況の概要 

当連結会計年度における当社グループ（当社及び連結子会社）の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー

（以下「経営成績等」という。）の状況の概要は次のとおりであります。 

 

①財政状態及び経営成績の状況 

 当連結会計年度における我が国経済は、緩やかな景気回復が続く一方、自然災害の影響による工業製品出荷停滞や

米中間での貿易摩擦をはじめとするグローバルリスク等、先行きは不透明な状況で推移しました。

 現在、消費者の情報収集はテレビや新聞等の媒体からインターネットへシフトしてきており、メディア接触時間に

おけるデジタルメディアのシェアは50％を超え（株式会社博報堂DYメディアパートナーズ「メディア定点調査2018」

より）、インターネットを用いたマーケティング（デジタルマーケティング）市場の規模は、2016年において3,288

億円と推計され、2016年～2021年の年間平均成長率（CAGR:Compound Annual Growth Rate）は7.0％、2021年の同市

場規模は4,605億円になる見込みです（2017年 IDC Japan調べ）。また、デジタル技術の活用はマーケティングの領

域に留まらず、クラウドやAI、IoT等のデジタル技術を用いて企業のビジネスモデルやビジネスプロセスを変革、新

しい製品やサービス、新しいビジネスモデルを通じて、顧客体験の変革、価値創出、競争優位性の確立をめざす「デ

ジタルトランスフォーメーション」に取り組む企業も増加しております。

 一方、デジタルマーケティング市場の拡大に伴い、欧米のITコンサルティング企業や大手広告代理店等を中心に、

市場における競争優位性獲得を目的とした投資やM&Aが活発化し、デジタルマーケティング市場における競争環境は

激化しております。また、デジタル技術の導入が顧客企業の経営に大きな影響を与えるようになった結果、複数シス

テムの高度な連携、顧客企業内での部門をまたがるシステム構築、複数ベンダの参加によるプロジェクト進行等、プ

ロジェクトが高度化、専門化、大規模化し、難易度が高まっています。

 このような事業環境の中、当社では納期遅延や仕様変更に伴う開発コストの増加等のトラブルが多発するようにな

り、前連結会計年度までに２期連続で営業損失となったことから、当連結会計年度におきましては、トラブルの防止

に向けて難易度が非常に高い案件の受注を控えるとともに、不採算顧客との取引の見直し等の施策を講じてまいりま

した。この結果、連結子会社の売上は増加したものの、連結売上高は前年度に比較して大幅に減少いたしました。利

益面につきましては、受注リスクの管理やプロジェクト管理を強化する施策の効果が確実に現れ始め、プロジェクト

の利益率が向上したこと等から当社の営業損失は圧縮され、連結の営業利益は黒字化いたしました。

 なお、当社グループは、中長期的成長の実現のためには、顧客企業のデジタルトランスフォーメーションを実現す

るための実行力、システム構築力を強化する必要があり、優良な顧客基盤を活かしつつ、マネジメント、人事、採

用、サービス開発、営業までのすべての組織機能を強化し、永続的に成長していくことができる組織基盤作りが急務

と考え、他社との資本・業務提携を含めたあらゆる選択肢を検討してまいりました。当社は、2016年２月にコニカミ

ノルタジャパン株式会社（（コニカミノルタビジネスソリューションズ株式会社（当時））と資本業務提携契約を締

結し、共同営業や新規事業の創出等に取り組んでまいりましたが、当社の更なる企業価値向上のためには、両社の提

携関係の見直しを行い、新たなパートナーとの提携関係を構築することが有用であるとの両社による判断に至りまし

た。

 当社は2019年２月に株式会社エヌ・ティ・ティ・データ（以下「NTTデータ」）と資本業務提携契約を締結し、NTT

データによる当社株式の公開買付けを経て、2019年３月をもって当社はNTTデータの連結子会社となっております。

今後、当社グループは、NTTデータと協働し、両社のノウハウを活かし、経営・マーケティング・ＩＴが一体となっ

たデジタルマーケティング推進支援の拡大、デジタルマーケティングとシステムインテグレーションを連携させた新

しいビジネスの創造等に取り組んでまいります。 

 

 以上の結果、当連結会計年度の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。 

ａ．財政状態 

 当連結会計年度末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ461百万円減少し、2,742百万円（前年同期比14.4％減）

となりました。 

 当連結会計年度末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ357百万円減少し、783百万円（前年同期比31.3％減）と

なりました。 

 当連結会計年度末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ104百万円減少し、1,958百万円（前年同期比5.1％

減）となりました。 
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ｂ．経営成績 

 当連結会計年度の経営成績は、売上高5,513百万円（前連結会計年度比10.9％減）、営業利益21百万円（前連結会

計年度は営業損失51百万円）、経常利益20百万円（前連結会計年度は経常損失53百万円）となりました。なお、事業

用資産の減損損失として特別損失73百万円を計上したこと、法人税、住民税及び事業税を23百万円計上したこと等か

ら、親会社株主に帰属する当期純損失は83百万円（前連結会計年度は特別利益として関係会社株式売却益413百万円

を計上したこと等から親会社株主に帰属する当期純利益312百万円）となりました。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当連結会計年度末における現金及び現金同等物の残高は、以下に記載の各キャッシュ・フローにより1,241百万円

となり、前連結会計年度末に比べ48百万円減少いたしました。 

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純損失52百万円を計上し、減少

要因として、仕入債務の減少額89百万円、受注損失引当金の減少額62百万円、法人税等の支払額54百万円等があった

ものの、増加要因として、売上債権の減少額259百万円、減損損失の計上73百万円、たな卸資産の減少額40百万円等

により94百万円の収入（前年同期は68百万円の収入）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結会計年度における投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の取得による支出１百万円、有形固

定資産の取得による支出１百万円等により、３百万円の支出（前年同期は335百万円の収入）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結会計年度における財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額23百万円、借入金の返済による支

出116百万円により、139百万円の支出（前年同期は166百万円の支出）となりました。 

 

③生産、受注及び販売の実績 

ａ．生産実績 

 当社グループの事業内容に、生産に該当する事項がありませんので、生産実績に関する記載はしておりません。 

 

ｂ．受注実績 

 当連結会計年度の受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

セグメントの名称 受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％） 

SIPS事業 5,449,816 91.1 201,815 76.0 

合計 5,449,816 91.1 201,815 76.0 

（注）１．当社グループは、SIPS事業の単一セグメントであります。 

２．上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

 

ｃ．販売実績 

 当連結会計年度の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

セグメントの名称 
当連結会計年度 

（自 2018年４月１日 
至 2019年３月31日） 

前年同期比（％） 

SIPS事業（千円） 5,513,655 89.1 

合計（千円） 5,513,655 89.1 

（注）１．当社グループは、SIPS事業の単一セグメントであります。 

２．最近２連結会計年度における販売先については、いずれも販売実績が総販売実績の100分の10未満のため、

記載を省略しております。 
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(2）経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容 

経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。 

なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において判断したものであります。 

 

①重要な会計方針及び見積り 

 当社グループの連結財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されて

おります。作成においては、経営者による会計方針の選択・適用、資産・負債及び収益・費用の報告金額及び開示

に与える見積りを必要としております。経営者は、これらの見積りについて、過去の実績等を勘案し合理的に判断

しておりますが、実際の結果は、見積り特有の不確実性があるため、これらの見積りと異なる場合があります。当

社グループは、特に次の重要な会計方針が当社グループの連結財務諸表の作成における重要な見積りの判断に大き

な影響を及ぼすと考えております。 

 

ａ．貸倒引当金 

 当社グループは、売上債権等の貸倒損失に備えて回収不能となる見込額を貸倒引当金として計上することとし

ております。 

 将来、顧客の財務状況が悪化し支払能力等が低下した場合には、引当金の計上又は貸倒損失が発生する可能性

があります。 

ｂ．受注損失引当金 

 当社グループは、顧客より受注済みの案件のうち、当該受注契約の履行に伴い、翌連結会計年度以降に損失の

発生が見込まれ、かつ、当該損失額を合理的に見積もることが可能なものについては、将来の損失に備えるため

翌連結会計年度以降に発生が見込まれる損失額を受注損失引当金として計上することとしております。 

ｃ．固定資産の減損処理 

 当社グループは、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、減損の要否を検討しております。 

 将来の事業計画や市場環境の変化により、減損の兆候が発生した場合、減損損失を計上する可能性がありま

す。 

ｄ．繰延税金資産の回収可能性の評価 

 当社グループは、繰延税金資産の回収可能性を評価するに際して、将来の課税所得を合理的に見積っておりま

す。 

 繰延税金資産の回収可能性は将来の課税所得の見積りに依存しますので、その額に変動を生じた場合には、繰

延税金資産の取崩し又は追加計上により、利益が変動する可能性があります。 

 

②当連結会計年度の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容 

ａ．経営成績等 

1）財政状態 

（資産合計） 

 当連結会計年度末における資産につきましては、前連結会計年度末に比べ461百万円減少し、2,742百万円（前

年同期比14.4％減）となりました。主な増加要因は、リース資産の増加19百万円、未収入金の増加12百万円等に

よるものであります。主な減少要因としては、現金及び預金の減少48百万円、売上債権の減少259百万円、仕掛

品の減少40百万円、有形固定資産の減少81百万円等であります。

（負債合計）

 当連結会計年度末における負債につきましては、前連結会計年度末に比べ357百万円減少し、783百万円（前年

同期比31.3％減）となりました。主な増加要因は、リース債務の増加21百万円、賞与引当金の増加10百万円等に

よるものであります。主な減少要因としては、仕入債務の減少89百万円、前受収益の減少63百万円、受注損失引

当金の減少62百万円、長期借入金の減少116百万円等であります。

（純資産合計）

 当連結会計年度末における純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ104百万円減少し、1,958百万円

（前年同期比5.1％減）となりました。主な減少要因は、親会社株主に帰属する当期純損失83百万円の計上、配

当金の支払22百万円等であります。以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の63.5％から70.3％となり

ました。
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2）経営成績 

（売上高） 

 売上高は、前連結会計年度に比べ676百万円（△10.9％）減少し、5,513百万円となりました。売上高の分析に

つきましては、「（１）経営成績等の状況の概要 ①財政状態及び経営成績の状況」をご参照ください。 

（営業費用及び営業利益） 

 売上原価は、売上高の減少に伴い、前連結会計年度に比べ736百万円（△13.7％）減少し、4,644百万円となり

ました。以上の結果、売上総利益は、前連結会計年度に比べ60百万円（7.4％）増加し、868百万円となりまし

た。 

 販売費及び一般管理費は、前連結会計年度に比べ12百万円（△1.5％）減少し、847百万円となりました。主な

要因は、連結子会社である株式会社トライバルメディアハウスにおいて72百万円の増加が見られたものの、前連

結会計年度において連結子会社であったrakumo株式会社が、株式の売却により連結対象外となったことによる減

少62百万円、のれん償却額の減少５百万円及び当社における減少18百万円等によるものであります。 

 以上の結果、営業利益は21百万円（前連結会計年度は営業損失51百万円）となりました。 

（営業外損益及び経常利益） 

 営業外収益は、前連結会計年度に比べ179千円（10.9％）増加し、1,829千円となりました。主な内訳は、受取

利息及び配当金196千円等であります。営業外費用は、前連結会計年度に比べ1,657千円（△39.4％）減少し、

2,552千円となりました。主な内訳は、支払手数料1,246千円等であります。この結果、経常利益は20百万円（前

連結会計年度は経常損失53百万円）となりました。 

（特別損益及び税金等調整前当期純損益） 

 税金等調整前当期純利益は、減損損失を73百万円計上したことから、52百万円（前連結会計年度は税金等調整

前当期純利益359百万円）の損失となりました。 

（親会社株主に帰属する当期純損益） 

 親会社株主に帰属する当期純損失は、法人税、住民税及び事業税23百万円の計上の他、繰延税金資産の回収可

能性を検討した結果、法人税等調整額３百万円の計上、また非支配株主に帰属する損益の振替３百万円により83

百万円（前連結会計年度は親会社株主に帰属する当期純利益312百万円）となりました。１株当たり当期純損失

は11.94円（前連結会計年度は１株当たり当期純利益44.71円）となりました。 

 

3）キャッシュ・フローの状況 

 当連結会計年度のキャッシュ・フローの状況につきましては「（１）経営成績等の状況の概要 ②キャッシ

ュ・フローの状況」に記載のとおりであります。 

 

ｂ．経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容 

当社グループは、顧客から依頼を受け、デジタルマーケティング関連のサービスを提供する受託型のビジネス

モデルが主要な収益源となっております。デジタルマーケティングのコンサルティング、ウェブサイトやソーシ

ャルメディアのコンテンツやデザインの制作、システムの開発やシステムの運用、顧客企業の施策を評価するた

めのデータ分析等のサービスを、大企業を中心とする法人に対してプロジェクト形式で提供しております。 

各プロジェクトの収益は、売上高からプロジェクトにかかわった当社人員の人件費と外注費等を差し引いた額

となります。プロジェクトの運営が適切に行われない場合、顧客の要望と当社が制作する成果物との間に不整合

が生じ、既に制作した成果物の改修等に人件費、外注費を追加投入することになり、プロジェクトの収益は悪化

いたします。 

当社グループでは、納期遅延や仕様変更に伴う開発コストの増加等によるプロジェクト収益性の悪化を主要因

として前連結会計年度までに２期連続で営業損失を計上したことから、当連結会計年度におきましては、難易度

の非常に高い案件の受注抑制、不採算顧客との取引見直し、システム受注案件における提案時と要件定義フェー

ズ時の社内レビューの徹底、営業値引き抑制等の施策を実施してまいりました。その結果として、連結売上高は

前年度と比較して減少したものの、プロジェクト利益率が向上したこと等から当社営業損失が圧縮され、連結営

業利益は黒字化いたしました。なお、当社は、当期第３四半期決算において、売上が前年度に比較して大幅に減

少する見込みであったこと等から、事業用資産の減損損失として特別損失73百万円を計上しております。 

当社は、2019年２月に、株式会社エヌ・ティ・ティ・データと資本業務提携契約を締結し、当社グループは、

同社の連結子会社になっております。今後は、同社が持つシステム開発ノウハウやプロジェクトマネジメントノ

ウハウを活かし、さらなる売上の向上及び利益率向上を目指してまいります。 
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ｃ．資本の財源及び資金の流動性 

当社グループの事業活動における運転資金需要の主なものは、人件費及び外注費であります当社グループは、

運転資金については、主に内部資金により調達しております。また、当社グループでは、短期的なプロジェクト

収益改善、中長期的な資本集約型ビジネスの開拓を目的として必要に応じてＭ＆Ａを行っていくことを方針とし

ており、将来的な資金需要が発生する可能性がありますが、報告日現在において、発表すべき事象はございませ

ん。 

 

ｄ．経営方針、経営戦略、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等 

当社グループは、売上高、営業利益率を重要な指標として位置づけております。当連結会計年度における売上

高は5,513百万円（前連結会計年度比10.9％減）、営業利益は21百万円（前連結会計年度は営業損失51百万

円）、営業利益率は0.4％であります。 

 

４【経営上の重要な契約等】

資本業務提携契約 

 当社は、株式会社エヌ・ティ・ティ・データとの間において2019年２月５日付で資本業務提携契約を締結してお

り、その内容は次のとおりであります。 
 

契約締結先 資本提携の内容 業務提携の内容

株式会社エヌ・ティ・

ティ・データ 

当社株式の保有株 3,395,701株 

（被所有割合） 

発行済株式総数の48.51％ 

①マーケティング/セリングに関する協働 

②商品開発/マーケットポジションの確保に関する協働

（データ及びAIを活用した新サービスに係る共同の

研究開発を含むがこれに限られない。） 

③当社のビジネスプロセスマネジメントに関する協働 

④戦略実行に向けた人材連携 

 

５【研究開発活動】

 当連結会計年度における研究開発費の総額は4百万円であります。 

 これは、プロダクトの開発費用であります。 
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

 当連結会計年度の設備投資の総額は、20百万円であります。 

 その主な内容は、社内利用システムの取得等、リース資産への設備投資額20百万円によるものであります。 

 

２【主要な設備の状況】

 当社グループにおける主要な設備は、以下のとおりであります。 

(1）提出会社 

2019年３月31日現在 
 

事業所名 
（所在地） 

セグメントの名称 設備の内容 

帳簿価額 
従業員数 
（人） 建物 

（千円） 
器具及び備品

（千円） 
ソフトウエア

（千円） 
リース資産 
（千円） 

合計 
（千円） 

本社 

（東京都中央区） 
SIPS事業 業務設備 － － － － － 185 

（注）１．当連結会計年度において、業務設備に係る簿価相当額を減損損失に計上したことにより、帳簿価額を記載し

ておりません。減損損失の内容については、「第５ 経理の状況 １ 連結財務諸表等 (1）連結財務諸表 

注記事項 (連結損益計算書関係) ※５ 減損損失」に記載のとおりであります。 

２．従業員数には臨時雇用者を含んでおりません。 

３．上記の他、主要な設備のうち関連会社以外から賃借している設備の内容は以下のとおりであります。 

2019年３月31日現在 
 

事業所名 
（所在地） 

セグメントの名称 設備の内容 面積（㎡） 年間賃借料（千円） 

本社 

（東京都中央区） 
SIPS事業 本社事務所 3,235.89 218,290 

（注）１．上記金額には、消費税等を含んでおりません。 

２．上記のうち、一部を株式会社トライバルメディアハウス（当社連結子会社）に転貸しております。 

 

(2）国内子会社 

2019年３月31日現在 
 

会社名 
事業所名 

（所在地） 
セグメント

の名称 設備の内容 

帳簿価額 
従業員数 
（人） 建物 

（千円） 

器具及び
備品 
（千円） 

ソフトウ
エア 
（千円） 

リース資産 
（千円） 

合計 
（千円） 

株式会社トライバル

メディアハウス 

本社 

（東京都中央区） 
SIPS事業 業務設備 － 704 96 19,316 20,117 99 

（注）１．上記金額には、消費税等を含んでおりません。 

２．従業員数には臨時雇用者を含んでおりません。 

 

３【設備の新設、除却等の計画】

(1）重要な設備の新設 

 重要な設備の新設等の計画はありません。 

 

(2）重要な設備の除却等 

 重要な設備の除却等の計画はありません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 25,000,000 

計 25,000,000 

 

②【発行済株式】

種類 
事業年度末現在発行数 

（株） 
（2019年３月31日） 

提出日現在発行数 
（株） 

（2019年６月27日） 

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名 

内容 

普通株式 6,999,000 6,999,000 
東京証券取引所 

マザーズ 
単元株式数 100株 

計 6,999,000 6,999,000 － － 
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（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

決議年月日 2015年10月29日

付与対象者の区分及び人数（名）

当社取締役         ４

当社従業員         27

当社子会社の役員及び従業員 11

新株予約権の数（個）※ 3,496 [3,496]（注）１

新株予約権の目的となる株式の種類、内容及び数

（株）※
普通株式 349,600 [349,600]（注）１

新株予約権の行使時の払込金額（円）※ 862（注）２、３、４

新株予約権の行使期間 ※ 自  2019年７月１日  至  2022年11月19日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式

の発行価格及び資本組入額（円）※

発行価格        868

資本組入額      434

新株予約権の行使の条件 ※

(1）新株予約権者は、2019年３月期から2020年３月期まで

のいずれかの期ののれん償却前営業利益（当社の有価

証券報告書に記載される連結損益計算書（連結損益計

算書を作成してない場合、損益計算書）における営業

利益に、連結キャッシュ・フロー計算書（連結キャッ

シュ・フロー計算書を作成していない場合、キャッシ

ュ・フロー計算書）におけるのれん償却額を加算した

額をいい、以下同様とする。）が、下記(ⅰ)、(ⅱ)に

掲げる条件を達成した場合において、以下の割合（以

下、「行使可能割合」という。）に応じて、当該条件

を最初に充たした期の有価証券報告書の提出日の翌月

１日から本新株予約権を行使することができる。 

（ⅰ）700百万円を超過している場合 

行使可能割合：50％ 

（ⅱ）1,000百万円を超過している場合 

行使可能割合：100％ 

(2）新株予約権者は、新株予約権の権利行使時において

も、当社または当社関係会社の取締役、監査役または

従業員であることを要する。ただし、任期満了による

退任、定年退職、その他正当な理由があると取締役会

が認めた場合は、この限りではない。 

(3）新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認

めない。 

(4）本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数

が当該時点における授権株式数を超過することとなる

ときは、当該本新株予約権の行使を行うことはできな

い。 

(5）各本新株予約権の１個未満の行使を行うことはできな

い。 

新株予約権の譲渡に関する事項 ※
譲渡による本新株予約権の取得については、当社取締役

会の決議による承認を要するものとする。 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事

項 ※
（注）５ 

※ 当事業年度の末日（2019年３月31日）における内容を記載しております。当事業年度の末日から提出日の前月末

現在（2019年５月31日）にかけて変更された事項については、提出日の前月末現在における内容を[ ]内に記載

しており、その他の事項については当事業年度の末日における内容から変更はありません。
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（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、100株であります。 

付与株式数は、本新株予約権の割当日後、当社が株式分割（当社普通株式の無償割当てを含む。以下同

じ。）または株式併合を行う場合、次の算式により調整されるものとする。ただし、かかる調整は、本新株

予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的である株式の数についてのみ行われ、調整の

結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。 

 

調整後付与株式数 ＝ 調整前付与株式数 × 分割（または併合）の比率 

 

また、本新株予約権の割当日後、当社が合併、会社分割または資本金の額の減少を行う場合その他これらの

場合に準じ付与株式数の調整を必要とする場合には、合理的な範囲で、付与株式数は適切に調整されるもの

とする。 

 

２．本新株予約権の割当日後、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により行使価額を調整し、

調整による１円未満の端数は切り上げる。 

 

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 × 
1 

分割（または併合）の比率 

 

３．本新株予約権の割当日後、当社が当社普通株式につき時価を下回る価額で新株の発行または自己株式の処分

を行う場合（新株予約権の行使に基づく新株の発行及び自己株式の処分並びに株式交換による自己株式の移

転の場合を除く。）、次の算式により行使価額を調整し、調整による１円未満の端数は切り上げる。 

 

 
既発行株式数 ＋ 

新規発行株式数 × １株当たり払込金額 

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 × 
新規発行前の１株当たりの時価 

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数 

 

なお、上記算式において「既発行株式数」とは、当社普通株式にかかる発行済株式総数から当社普通株式に

かかる自己株式数を控除した数とし、また、当社普通株式にかかる自己株式の処分を行う場合には、「新規

発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み替えるものとする。 

 

４．上記のほか、本新株予約権の割当日後、当社が他社と合併する場合、会社分割を行う場合、その他これらの

場合に準じて行使価額の調整を必要とする場合には、当社は、合理的な範囲で適切に行使価額の調整を行う

ことができるものとする。 

 

５．当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換または株式移転

（以上を総称して以下、「組織再編行為」という。）を行う場合において、組織再編行為の効力発生日に新

株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社

（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。た

だし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収

分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移転計画において定めた場合に限るものとする。 

(1）交付する再編対象会社の新株予約権の数 

新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。 

(2）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類 

再編対象会社の普通株式とする。 

(3）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数 

組織再編行為の条件を勘案のうえ、上記「新株予約権の目的となる株式の種類、内容及び数」に準じて決

定する。 

(4）新株予約権の行使に際して出資される財産の価額 

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件等を勘案のうえ、

上記「新株予約権の行使時の払込金額」で定められる行使価額を調整して得られる再編後行使価額に、上

記(3)に従って決定される当該新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じた額とする。 
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(5）新株予約権を行使することができる期間 

上記「新株予約権の行使期間」に定める行使期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうち、いずれか遅

い日から上記「新株予約権の行使期間」に定める行使期間の末日までとする。 

(6）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項 

上記「新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」に準じて決定す

る。 

(7）譲渡による新株予約権の取得の制限 

譲渡による取得の制限については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとする。 

(8）その他新株予約権の行使の条件 

上記「新株予約権の行使の条件」に準じて決定する。 

(9）新株予約権の取得事由及び条件 

①当社が消滅会社となる合併契約、当社が分割会社となる会社分割についての分割契約もしくは分割計

画、または当社が完全子会社となる株式交換契約もしくは株式移転計画について株主総会の承認（株主

総会の承認を要しない場合には取締役会決議）がなされた場合は、当社は、当社取締役会が別途定める

日の到来をもって、本新株予約権の全部を無償で取得することができる。

②新株予約権者が権利行使をする前に、上記「新株予約権の行使の条件」に定める行使条件により本新株

予約権の行使ができなくなった場合は、当社は新株予約権を無償で取得することができる。

 

②【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

③【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。 
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額 
（千円） 

資本金残高 
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

2014年４月１日～ 

2015年３月31日 

（注）１ 

46,200 6,853,800 4,042 544,249 4,037 579,820 

2015年４月１日～ 

2016年３月31日 

       （注）２ 

28,100 6,881,900 5,170 549,420 5,142 584,962 

2016年４月１日～ 

2017年３月31日 

       （注）３ 

117,100 6,999,000 21,546 570,966 21,429 606,391 

（注）１．新株予約権の行使 

2014年４月１日から2015年３月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が46,200株、資

本金が4,042千円、資本準備金が4,037千円増加しております。 

２．新株予約権の行使 

  2015年４月１日から2016年３月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が28,100株、資

本金が5,170千円、資本準備金が5,142千円増加しております。 

３．新株予約権の行使 

  2016年４月１日から2017年３月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が117,100株、

資本金が21,546千円、資本準備金が21,429千円増加しております。 

 

（５）【所有者別状況】

              2019年３月31日現在 

区分 

株式の状況（１単元の株式数100株） 
単元未満株
式の状況 
（株） 

政府及び地
方公共団体 

金融機関 
金融商品取
引業者 

その他の法
人 

外国法人等 
個人その他 計 

個人以外 個人 

株主数（人） － 3 16 15 12 11 3,892 3,949 － 

所有株式数（単元） － 287 1,538 34,258 220 75 33,604 69,982 800 

所有株式数の割合 

（％） 
－ 0.41 2.20 48.95 0.31 0.11 48.02 100 － 

（注） 自己株式113株は、「個人その他」に１単元、「単元未満株式の状況」に13株含まれております。 
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（６）【大株主の状況】

    2019年３月31日現在 

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
（株） 

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％） 

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ 東京都江東区豊洲３－３－３ 3,395,701 48.51 

石黒不二代 東京都港区 496,100 7.08 

佐々木裕彦 東京都杉並区 170,500 2.43 

内田善久 神奈川県厚木市 132,000 1.88 

鈴木智博 石川県金沢市 123,000 1.75 

伊藤僚祐 京都府京都市左京区 70,000 1.00 

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１－６－１ 55,800 0.79 

中島政良 東京都文京区 52,600 0.75 

ネットイヤーグループ従業員持株会 東京都中央区銀座２－１５－２ 28,400 0.40 

高京樹 東京都世田谷区 28,100 0.40 

計 － 4,552,201 65.04 

（注）１．前事業年度末において主要株主であったコニカミノルタジャパン株式会社は、当事業年度末現在では主要株

主ではなくなりました。 

２．前事業年度末において主要株主でなかった株式会社エヌ・ティ・ティ・データは、当事業年度末現在では主

要株主となっております。 

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

        2019年３月31日現在 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式   － － － 

議決権制限株式（自己株式等）   － － － 

議決権制限株式（その他）   － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 100 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,998,100 69,981 － 

単元未満株式 普通株式 800 － － 

発行済株式総数   6,999,000 － － 

総株主の議決権   － 69,981 － 

（注） 単元未満株式には、当社所有の自己株式13株が含まれております。 
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②【自己株式等】

        2019年３月31日現在 

所有者の氏名又は
名称 

所有者の住所 
自己名義所有株式
数（株） 

他人名義所有株式
数（株） 

所有株式数の合計 
（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

ネットイヤーグル

ープ株式会社 

東京都中央区銀座

二丁目15番２号 
100 － 100 0.00 

計 － 100 － 100 0.00 

 

２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】 該当事項はありません。

 

（１）【株主総会決議による取得の状況】

 該当事項はありません。 

 

（２）【取締役会決議による取得の状況】

 該当事項はありません。 

 

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

 該当事項はありません。 

 

（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

区分 

当事業年度 当期間 

株式数（株） 
処分価額の総額 

（円） 
株式数（株） 

処分価額の総額 
（円） 

引き受ける者の募集を行った取得自己株式 － － － － 

消却の処分を行った取得自己株式 － － － － 

合併、株式交換、会社分割に係る移転を行った

取得自己株式 
－ － － － 

その他 

（－） 
－ － － － 

保有自己株式数 113 － 113 － 

（注）当期間における保有自己株式数には、2019年６月１日からこの有価証券報告書提出日までの単元未満株式の買取

り及び売渡による株式は含まれておりません。 
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３【配当政策】

 当社は、利益配分につきましては、将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、安定

的で継続的な配当を行なっていくことを基本方針としておりますが、将来的には、期間業績に応じた成果配分を利益

配分方針の中心に据え、配当性向の定量基準を定めていきたいと考えております。 

 当社は、取締役会の決議により期末配当として年１回の剰余金の配当を行うことを基本方針としております。ま

た、当社は、会社法第454条第５項に基づき「取締役会の決議により、毎年９月30日を基準日として、中間配当を行

うことができる。」旨を定款に定めております。 

 当事業年度の配当につきましては、上記の基本方針に基づき、１株当たり3.25円の配当を実施することを決定しま

した。 

 内部留保資金につきましては、将来にわたる事業展開に備え、投資や開発等の資金需要に有効に活用していく所存

であります。 

 

 なお、当事業年度に係る剰余金の配当は以下のとおりであります。 

決議年月日 配当金の総額（千円） １株当たり配当額（円） 

2019年５月９日 
22,746 3.25 

定時取締役会決議 
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４【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの概要】

① コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方 

 当社グループは、効率性の優れた透明性の高い経営を実現させ、企業価値を継続的に向上させていくためには、

健全なコーポレート・ガバナンス体制の確立が極めて重要であると強く認識しております。 

 また、経営体制及び内部統制システムの整備・構築とともに、企業としての倫理観形成も、当社の永続的な発展

において重要な課題と位置づけております。当社は、「優れた倫理と優れたビジネスは同義である」という企業哲

学を基本として、2000年11月に「ネットイヤーグループ倫理規程」を制定、運用しております。 

 企業活動の複雑化や日々変化する経営環境への対応に迅速な意思決定が必要とされる中、この規程は、役員及び

従業員ひとりひとりの行動基準としての役割を果たしております。 

 

② 企業統治の体制の概要及び当該体制を採用する理由 

 

当社の提出日現在における企業統治の体制の模式図は、以下のとおりであります。 

 

 

 

ⅰ）企業統治の体制の概要 

 当社は監査等委員会設置会社の形態を採用しております。ガバナンスの体制の概要は以下のとおりです。 

（取締役、取締役会） 

 取締役会は、本書提出日現在において、監査等委員を除く取締役６名及び監査等委員である取締役３名の計９名

で構成されております。その内、監査等委員を除く取締役１名及び監査等委員である取締役２名の計３名が社外取

締役であります。取締役会は、経営の基本方針、法令や定款で定められた事項や重要な経営事項を決定しておりま

す。なお、当社取締役のうち２名は独立取締役であり、独立した立場から経営に関する監視・助言を行っておりま

す。 

 当社取締役会の構成員は以下のとおりです。 

役 職 名 氏   名

代表取締役社長CEO 石黒 不二代

代表取締役副社長COO 林田 敏之 

取締役（非常勤） 有馬 勲 

取締役（非常勤） 内山 尚幸 

取締役（非常勤） 龍神 巧 
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役 職 名 氏   名

取締役（社外・非常勤） 川田 篤 

取締役 監査等委員（常勤） 後藤 恒久 

取締役 監査等委員（社外・独立・非常勤） 古田 利雄 

取締役 監査等委員（社外・独立・非常勤） 芦澤 美智子 

 

（監査等委員取締役、監査等委員会） 

 監査等委員会は、本書提出日現在において、監査等委員取締役３名（うち社外取締役２名、常勤１名、非常勤２

名）で構成されております。監査等委員会は、月に１回の開催を原則としており、必要に応じて臨時会を開き、会

社の業務及び財産の状況の調査等重要事項について協議を行っております。また、取締役の職務の執行状況等につ

いて監査を実施し、公正かつ客観的な立場から監査機能の強化に努めております。監査等委員会の補助は内部監査

部門が行い、監査の実効性を高めております。 

 

（執行役員、経営会議） 

 当社は、経営の意思決定および監督機能と業務執行機能を分離し、事業環境の急激な変化に迅速かつ機動的に対

応することを目的とし、執行役員制度を導入し、執行役員を中心とした業務執行を行っております。また、取締役

において議決権を有する監査等委員を置くことにより、取締役会による業務執行の管理・監督機能をより一層強化

し、コーポレート・ガバナンス体制の充実を図っております。また、当社は、当社は、業界へ精通していることは

もとより企業財務・会計や法律に知見を有する取締役を選任することにより、業績の向上と透明性の高い経営の両

立を高いレベルで実現することを目指しております。 

 経営会議は、取締役会から指名された執行役員６名（うち取締役執行役員２名）から構成されており、経営会議

規程に則り、業務執行に関する事項及び取締役会から委嘱された事項について決定を行っております。経営会議へ

は監査等委員会を補助する従業員が陪席を行い、その議事について監査等委員会に対して報告を行い、経営及び業

務執行におけるガバナンスの強化を図っております。 

 当社執行役員は以下のとおりです。 

役職名 氏 名 担 当

代表取締役社長CEO 石黒 不二代  

代表取締役副社長COO 林田 敏之  

執行役員 佐々木 裕彦 デジタルビジネスデザイン事業部長

執行役員 播本 孝 コーポレート本部長

執行役員 齋藤 健太郎 カスタマーエクスペリエンス事業部長

執行役員 池田 剛至 デジタルドライブ事業部長

 

ⅱ）当該体制を採用する理由 

 当社では、経営の意思決定および監督機能と業務執行機能を分離し、事業環境の急激な変化に迅速かつ機動的に

対応することを目的とし、当該体制を採用しております。 

 

③ 企業統治に関するその他の事項 

ⅰ）内部統制システムの整備状況 

 当社は、内部統制システムの整備に関し次のとおりの内容を取締役会において決議しております。 

ａ．取締役及び従業員の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

・役員及び従業員の一人一人が、当社の経営管理の基本原理を理解し、適法かつ倫理的な判断を下すことができ

るよう、「ネットイヤーグループ倫理規程」を定め、その周知徹底を行う。 

・取締役会規程に則り、取締役会を定期的に開催し、経営に関する重要事項の決定を行うとともに、執行役員を

中心とする業務執行状況の監督を行う。。 

・監査等委員会は、監査等委員会規程に則り、監査等委員会で定められた監査方針と監査計画に基づき、取締

役、執行役員及び従業員の職務の執行に係る監査を実施し、その結果を代表取締役社長に報告する。 

・取締役会が指名する執行役員により構成される経営会議が、規程に則り、当社及び関係会社運営の業務執行及

び取締役より委嘱された事項について審議及び決定を行い、また、代表取締役に対して、助言・提言を行う。 
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・社外取締役による経営の監督機能の強化を行う。 

・業務執行部門から独立した代表取締役社長直属の内部監査部門を設置し、内部監査を実施する。 

・内部通報制度規程を整備し、不正行為に関する通報又は相談の適正な処理の仕組みを定める。 

ｂ．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

・文書規程を定め、株主総会、取締役会議事録及び経営会議議事録その他の業務執行に係る文書の保存期限、所

管部門及び管理方法を適切に管理する。 

ｃ．損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

・自然災害や企業不祥事等、会社、従業員、社会に影響を及ぼす問題の発生に備え、危機管理規則を定め、当社

において発生する様々な事象を伴う危機に、迅速かつ的確に対処するための危機管理体制及び対処方法を定め

る。 

・執行役員は、各担当業務における個別リスクの洗い出しとその評価、対応すべき優先度、リスク管理の方法等

を定めるとともに、定期的なモニタリングとリスク顕在化時点における対応を行い、経営会議にてその内容お

よび対処について協議するとともに、取締役会に報告を行う。 

ｄ．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

・取締役会は、中期経営計画を定めるとともに、経営資源を効率的に配分の上、年度計画を策定し、会社として

の目標を明確にする。 

・執行役員は、取締役会によって定められた計画及び目標を達成するために、具体的施策を策定・実施し、取締

役会に報告を行う。 

・取締役会は、計画及び目標達成状況のレビューを定期的に行い、必要に応じて目標及び計画の修正を行う。 

ｅ．当社並びに親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制 

・当社の親会社である株式会社エヌ・ティ・ティ・データとは、相互の自主性・自律性を十分に尊重しつつ連携

を図るとともに、同社グループ間の取引等については、法令及び社内規程に従い適切に行うこと等を基本方針

とする。 

・ネットイヤーグループ倫理規程を企業集団全体に適用し、企業集団全体の法令遵守及び業務の適性を確保す

る。 

・関係会社管理規程を定め、子会社の重要な決議事項は事前に当社取締役会等において協議承認を行う。子会社

の規程は、当該規程の相当性につき当社が確認し、必要に応じて助言を行う。 

・子会社の取締役及び監査役には当社の役員又は従業員を選任することにより企業集団内の情報伝達を推進す

る。また、当社経営会議は、子会社の業務の執行状況、損失の危険、職務執行の効率性及び職務執行の適法性

等の監視、監督を行うとともに、当社取締役会にその状況について定期的に報告を行う。 

・当社内部監査部門による子会社の内部監査を行う。 

ｆ．監査等委員がその職務を補助すべき従業員を置くことを求めた場合における当該従業員に関する事項及び、そ

の従業員の取締役からの独立性に関する事項 

・監査等委員が必要と認めた場合又は常勤の監査等委員を設置しない場合は、従業員を監査等委員の補助にあた

らせる。 

・監査等委員補助従業員を設置した場合、会社は、従業員の業務執行者からの独立性の確保に留意するとともに

関係者に周知する。 

・監査等委員補助従業員の人事評価については、監査等委員会委員長の同意を要するものとする。 

・監査等委員補助従業員は、監査等委員の職務を補助するに際して、もっぱら監査等委員の指揮命令に従うもの

とする。 

ｇ．取締役及び従業員が監査等委員に報告するための体制その他の監査等委員への報告に関する体制 

・監査等委員会が選定する監査等委員又は監査等委員会が指名する監査等委員補助従業員が、経営会議をはじめ

とする会社の重要会議に出席し、業務の執行状況、損失の危険、職務執行の効率性及び職務執行の適法性につ

いて把握するとともに、その内容を監査等委員会に報告する。 

・内部通報規程を定め、不正行為に関する通報を受け付ける窓口は通報された内容を監査等委員会に報告する。

また、内部通報者が通報又は相談したことを理由として、当社が内部通報者に対して不利益な取り扱いを行う

ことを一切禁止する。 

・代表取締役社長及び執行役員は、定期的又は求めに応じて、担当する業務のリスクについて監査等委員会に対

して報告する。 

ｈ．その他監査等委員の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

・代表取締役社長は、監査等委員会及び会計監査人と定期的な意見交換会を実施し、また、監査等委員が会計監

査人、内部監査部門及び子会社監査役との連携を図り、適切な意思疎通及び効果的な監査業務を遂行できるよ

うな環境を整備する。 

・監査等委員は、監査費用の支出にあたっては、その効率性及び適正性に留意した上で、職務執行上必要と認め

る費用について会社に対して予算を提出し、原則として予算の範囲において費用を支出することができる。た
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だし、緊急を要する費用についてはこの限りではなく、事後的に会社に償還を請求することができ、会社は、

当該請求にかかわる費用が監査等委員の職務執行に必要ではないことを証明した場合を除き、これを拒まない

ものとする。 

・監査等補助従業員が監査等委員を補助することを目的として支出する費用については、前項の定めを準用す

る。 

ｉ．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方 

・ネットイヤーグループ倫理規程において、当社グループ役員又は従業員は、反社会的勢力・団体とは一切の関

係をもたず、また、関係の遮断のための取り組みを進めていく旨を規定し、反社会的勢力・団体に対しては、

弁護士、警察等とも連携し組織的に対応する。 

・反社会的勢力対応マニュアルを定め、反社会的勢力の排除を徹底する。 

ｊ．財務報告の適正性を確保するための体制 

・財務報告の信頼性を確保するために、一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に従

い、財務報告に係る内部統制の有効性の評価、報告する体制を整備し運用する。 

 

ⅱ）リスク管理体制の整備の状況 

上記ⅰ）ｃ．に記載したとおりです。 

 

ⅲ）子会社の業務の適正性を確保するための体制整備の状況 

上記ⅰ）ｅ．に記載したとおりです。 

 

④ 責任限定契約の締結について 

 当社は、各社外取締役と、会社法第427条第１項の規定により、同法第423条第１項の賠償責任に関し、同法第

425条第１項に定める最低責任限度額を限度とする損害賠償責任を限定する契約を締結しております。なお、当該

責任限定が認められるのは、当該取締役が責任の原因となった職務の遂行について善意でかつ重大な過失がないと

きに限られております。 

 また、当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、会計監査人の同法第423条第１項の損害賠償責任につき、

同法第425条第１項各号に定める金額を限度とする契約を締結することができる旨を定款に定めておりますが、本

書提出日現在、当社と会計監査人である有限責任監査法人トーマツとの間で当該契約は締結しておりません。 

 

⑤ 会社の支配に関する基本方針 

 当社は、会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項について、基本方針を定めておりません。 

 

⑥ 取締役に関する事項 

 当社の取締役は、定款により員数を監査等委員以外の取締役は11名以内、監査等委員である取締役は４名以内と

定めております。また、取締役の選任決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有す

る株主が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨及び取締役の選任決議は累積投票によらない旨を定款に定め

ております。 

 

⑦ 株主総会に関する事項 

 当社は、資本施策及び配当施策を機動的に実行することを目的として、以下の事項につき、取締役会の決議にて

行うことができる旨定款に定めております。 

・会社法第165条第２項に定める市場取引等による自己株式の取得 

・会社法第459条第１項各号に定める剰余金の配当等 

・会社法第454条第５項に定める中間配当の実施 

 また、当社は、会社法第309条第２項の定めによる株主総会の特別決議要件について、議決権を行使することが

できる株主の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２をもって行う旨定款に定めております。

これは、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営を行うことを目的とす

るものであります。 
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（２）【役員の状況】

① 役員一覧 

男7名 女性2名 （役員のうち女性の比率22.2％） 

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期 
所有株式数 

（株） 

代表取締役社長 石黒 不二代 1958年２月１日生 

 
1999年７月 当社取締役就任 

2000年５月 当社代表取締役社長就任（現任） 
2009年１月 株式会社トライバルメディアハウス 

取締役就任（現任） 
2013年６月 株式会社損害保険ジャパン（現 損害

保険ジャパン日本興亜㈱）社外監査役

就任 
2014年３月 株式会社ホットリンク 社外取締役就

任（現任） 

2014年６月 マネックスグループ株式会社 社外取

締役就任（現任） 

2015年６月 損害保険ジャパン日本興亜株式会社 

社外取締役就任（現任） 
 

※２ 496,100 

代表取締役副社長 林田 敏之 1966年12月10日生 

 
1990年４月 エヌ・ティ・ティ・データ通信株式会

社（現 ㈱エヌ・ティ・ティ・デー

タ）入社 
2008年６月 株式会社エヌ・ティ・ティ・データ・

テラノス代表取締役社長 
2013年６月 株式会社エヌ・ティ・ティ・データ 

第三法人事業本部 交通・流通ビジネ

スユニット第一統括部長 
2015年７月 同ITサービス・ペイメント事業本部 

交通・流通事業部第三統括部長 
2016年７月 同ITサービス・ペイメント事業本部 

ライフデジタル事業部長 
2019年４月 同ITサービス・ペイメント事業本部 

シニア・スペシャリスト（当社出向） 
2019年６月 株式会社トライバルメディアハウス 

取締役就任（現任） 
2019年６月 当社代表取締役副社長就任（現任） 

 

※２ － 

取締役 有馬 勲 1966年２月28日生 

 
1990年４月 エヌ・ティ・ティ・データ通信株式会

社（現 ㈱エヌ・ティ・ティ・デー

タ）入社 
2005年６月 同製造・流通ビジネス事業本部 流

通・サービスビジネスユニット長 
2008年４月 同流通・サービス事業本部 交通・流

通ビジネスビジネスユニット長 
2010年10月 同グローバルＩＴサービス事業推進部

長 
2014年６月 同法人コンサルティング＆マーケティ

ング本部長 
2017年６月 同執行役員 ITサービス・ペイメント

事業本部長（現任） 
2019年６月 当社取締役就任（現任） 

 

※２ － 

取締役 内山 尚幸 1971年12月15日生 

 
1996年４月 エヌ・ティ・ティ・データ通信株式会

社（現 ㈱エヌ・ティ・ティ・デー

タ）入社 
2014年７月 同第一金融事業本部部長 

2015年７月 同ITサービス・ペイメント事業本部部

長 
2016年４月 同ITサービス・ペイメント事業本部 

カード＆ペイメント事業部 ビジネス

企画統括部長 
2018年４月 同ITサービス・ペイメント事業本部 

サービスデザイン統括部長 
2019年４月 同ITサービス・ペイメント事業本部

SDDX事業部長（現任） 
2019年６月 当社取締役就任（現任） 

 

※２ － 
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期 
所有株式数 

（株） 

取締役 龍神 巧 1976年７月29日生 

 
1999年４月 株式会社エヌ・ティ・ティ・データ入

社 

2018年４月 同製造ITイノベーション事業本部部長 

2019年４月 同ITサービス・ペイメント事業本部

SDDX事業部マーケティングデザイン統

括部長（現任） 

2019年６月 当社取締役就任（現任） 
 

※２ － 

取締役 川田 篤 1973年９月８日生 

 
1999年１月 有限会社オロ(現 ㈱オロ)設立 

代表取締役社長(現任) 
2010年１月 欧楽科技（大連）有限公司 董事長 
2012年12月 oRo Vietnam Co.,Ltd.会長 
2013年12月 oRo Malaysia Sdn.Bhd. Director (現

任) 
2014年７月 oRo(Thailand) Co., Ltd 取締役 
2016年１月 台灣奧樂股分有限公司 董事 
2016年５月 大連奥楽広告有限公司 董事長 
2018年２月 欧楽科技（大連）有限公司 董事(現

任) 
2018年２月 大連奥楽広告有限公司 董事(現任) 
2018年２月 台灣奧樂股分有限公司 董事(現任) 
2018年６月 当社取締役就任(現任) 
2018年７月 oRo Digital Asia Pte. Ltd. 

Director（現任） 
 

※２ － 

取締役 

（監査等委員） 
後藤 恒久 1957年３月１日生 

 
1981年４月 日本電信電話公社入社 

1988年７月 エヌ・ティ・ティ・データ通信株式会

社（現 ㈱エヌ・ティ・ティ・デー

タ）へ移行 開発本部課長 

1994年８月 同人事部部長 

2000年11月 同経営企画部部長 

2007年７月 同法人システム事業本部副事業本部長 

2009年６月 エヌ・ティ・ティ・コムウェア株式会

社 取締役 

2012年６月 株式会社エヌ・ティ・ティ・データ・

ウェーブ 代表取締役専務 

2015年６月 株式会社エヌ・ティ・ティ・データ・

セキスイシステムズ 代表取締役副社

長 

2019年６月 当社取締役（監査等委員）就任（現

任） 
 

※３ － 

取締役 

（監査等委員） 
古田 利雄 1962年２月４日生 

 
2002年４月 弁護士法人古田アンドアソシエイツ法

律事務所（現 弁護士法人クレア法律

事務所） 社員（現任） 

2009年６月 当社社外監査役就任 

2014年11月 株式会社トランザクション 社外取締

役就任（現任） 
2016年６月 当社取締役（監査等委員）就任（現

任） 

2016年９月 株式会社キャンバス 社外取締役（監

査等委員）就任（現任） 
 

※４ － 
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期 
所有株式数 

（株） 

取締役 

（監査等委員） 
芦澤 美智子 1972年10月23日生 

 
1996年10月 センチュリー監査法人国際部（現 あ

ずさ監査法人) 入所 
2003年９月 株式会社産業再生機構入社 
2006年２月 株式会社アドバンテッジパートナーズ 

入社 
2013年４月 横浜市立大学 国際総合科学部経営学

コース 准教授（現任） 
2013年４月 横浜市立大学 国際マネジメント研究

科（大学院）准教授（現任） 
2016年４月 慶應義塾大学大学院 経営管理研究科

非常勤講師 
2016年６月 当社取締役就任 
2018年６月 当社取締役（監査等委員）就任（現

任） 
2018年６月 NECネッツエスアイ株式会社 社外取

締役就任（現任） 
 

※４ － 

計 496,100 

（注）１．川田篤氏、古田利雄氏、芦澤美智子氏は社外取締役であります。 

２．2019年６月26日開催の定時株主総会の終結の時から１年間 

３．2019年６月26日開催の定時株主総会の終結の時から２年間 

４．2018年６月26日開催の定時株主総会の終結の時から２年間 

５．所有株式数には、役員持株会名義のものは含めておりません。 

 

当社では、経営の意思決定および監督機能と業務執行機能を分離し、事業環境の急激な変化に迅速かつ機動的に

対応することを目的とし、執行役員制度を導入しております。執行役員は６名（うち取締役兼務執行役員が２名）

で、石黒不二代、林田敏之、佐々木裕彦、播本孝、齋藤健太郎、池田剛至によって構成されております。 

 

② 社外役員の状況 

 当社の社外取締役は３名であります。 

 川田篤氏については、同氏が代表である株式会社オロが、当社と同業種の事業（サイト制作、システム構築等）

を行っており、同社は、潜在的に当社と協業または競合する関係にあります。また、同氏は、当社役員持株会に加

入しており、2019年３月末現在において、役員持株会名義で当社株式3,541株を所有しております。当社と同氏の

間には、それ以外の人的関係、資本関係又は取引関係その他の利害関係はございません。 

 古田利雄氏については、当社との人的関係、資本関係又は取引関係その他の利害関係はございません。 

 芦澤美智子氏は、当社役員持株会に加入しており、2019年３月末現在において、役員持株会名義で当社株式

1,050株を所有しております。当社と同氏の間には、それ以外の人的関係、資本関係又は取引関係その他の利害関

係はございません。 

 当社においては、社外取締役を選任するための会社からの独立性に関する明文化された基準又は方針を定めてお

りませんが、選任にあたっては、形式的基準だけではなく、親会社からの実質的独立性や当社との潜在的な利益相

反の恐れ等を考慮し、社外取締役及び独立役員の選任を行っております。 

 

③ 社外取締役又は社外監査役による監督又は監査と内部監査、監査役監査及び会計監査との相互連携並びに内部

統制部門との関係 

 監査等委員は、会計監査人と情報交換や意見交換を行うなど、相互連携をとっております。また、内部監査を担

当するコンプライアンス室は監査等委員の補助従業員として監査等委員会のために情報収集を行うほか、内部監査

の結果については監査等委員会に対して報告を行っております。その他の社外取締役は、取締役としての職務執行

上必要な範囲において、取締役会・監査等委員会等を通じ又は個別に、コンプライアンス室や会計監査人と情報交

換や意見交換等を行っております。 
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（３）【監査の状況】

① 監査等委員取締役、監査等委員会の状況 

 当社の監査等委員会は、本書提出日現在において、監査等委員取締役３名（うち社外取締役２名、常勤１名、非

常勤２名）で構成されております。監査等委員会は、月に１回の開催を原則としており、必要に応じて臨時会を開

き、会社の業務及び財産の状況の調査等重要事項について協議を行っております。 

 当社監査等委員会は、内部監査部門等を用い情報収集を行い、内部統制システムが適切に構築され、運用されて

いるかをチェックする「組織的監査」により監査を行っております。具体的には、内部監査部門であるコンプライ

アンス室を監査等委員会補助使用人とし、コンプライアンス室による内部監査、内部統制システムの整備状況の確

認及び運用状況の確認並びに事業状況の確認を通じ、監査等委員監査を実施しております。 

 監査等委員取締役である芦沢美智子氏は、過去に公認会計士登録の経歴があり、会計、経営、事業再生における

高い見識と経験をもちあわせております 

 

② 内部監査の状況 

 当社は、他の業務執行部門から独立した代表取締役直轄の内部監査・内部統制部門としてコンプライアンス室を

設置しております。コンプライアンス室は、公認内部監査人を含む２名で構成され、取締役会にて承認された内部

監査計画に基づき監査を実施、監査結果を代表取締役社長及び監査等委員会に報告を行うとともに、業務の改善及

び適正化のための必要な対策・改善措置の立案、勧告を行っております。また、コンプライアンス室は監査等委員

補助従業員として監査等委員の指揮による監査等委員監査を行うほか、会計監査人と情報及び意見を交換してお

り、相互連携をとっております。 

 

③ 会計監査の状況 

ⅰ）監査法人の名称 

有限責任監査法人トーマツ 

 

ⅱ）業務を執行した公認会計士 

指定有限責任社員 業務執行社員 小野 英樹 

指定有限責任社員 業務執行社員 下平 貴史 

 

ⅲ）監査業務に係る補助者の構成 

会計監査業務に係る補助者は、公認会計士等７名であります 

 

ⅳ）監査公認会計士等を選定した理由及び監査等委員会による監査法人の評価 

当社は、監査等委員会設置会社であり、監査等委員会が、会計監査人の選任および解任ならびに会計監査人

を再任しないことに関する議案の内容の決定を行っております。監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条

第１項に定める項目へ該当しないこと、内部監査部門、財務部門から会計監査人の独立性・監査体制・監査の

実施状況や品質等に関する情報を収集した結果と、当社監査等委員会にてあらかじめ定めた品質管理、独立

性、コミュニケーション等の選定基準との比較において良好であったことから、有限責任監査法人トーマツを

会計監査人として再任すること及び本再任については第20回定時株主総会の目的事項とはしないことを決議し

ております。 

 

④ 監査報酬の内容等 

ⅰ）監査公認会計士等に対する報酬 

区分 

前連結会計年度 当連結会計年度 

監査証明業務に基づく
報酬（千円） 

非監査業務に基づく報
酬（千円） 

監査証明業務に基づく
報酬（千円） 

非監査業務に基づく報
酬（千円） 

提出会社 25,000 － 21,000 － 

連結子会社 － － 11,200 800 

計 25,000 － 32,200 800 

連結子会社における非監査業務の主な内容は、監査委嘱のための課題抽出調査であります。 

 

ⅱ）監査公認会計士等と同一のネットワークに属する組織に対する報酬（ａ．を除く） 

該当事項はありません。 
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ⅲ）その他の重要な監査証明業務に基づく報酬の内容 

該当事項はありません。 

 

ⅳ）監査報酬の決定方針 

当社グループの規模・業務の特性、また監査日数等を勘案した上で決定しております。 

 

ⅴ）監査等委員会が会計監査人の報酬等に同意した理由 

監査等委員会は、過年度の監査実績の分析・評価、当事業年度の監査計画と過年度の実績の対比を踏まえつ

つ、当事業年度の監査計画における監査時間、要員計画、報酬額の見積りの根拠及び会計監査人の職務執行状況

などについて確認、検証したうえで会社法第399条第１項の同意を行っております。 

 

（４）【役員の報酬等】

① 役員の報酬の額又はその算定方法の決定に関する方針に関する事項 

 当社は、代表取締役を含む業務執行取締役の報酬について、その限度額を株主総会の決議により決定し、代表取

締役社長である石黒不二代が取締役からの委任を受け、限度額の範囲で、当社従業員給与水準並びに営業利益、当

期純利益等の定量目標達成状況及び事業計画等の定性目標達成状況等を考慮し決定を行っております。その他の取

締役については、基本報酬テーブルを定め、それに基づき報酬の支払いを行っております。なお、社外取締役では

ない非業務執行取締役（監査等委員である取締役を除く）については、無報酬を原則としております。 

 当社の役員報酬等に関する株主総会の決議年月日は2016年６月26日であり、その内容は、取締役(監査等委員で

ある取締役を除く)の報酬額については年額120百万円以内(うち社外取締役12百万円)、監査等委員である取締役の

報酬額については年額36百万円以内であります。

 監査等委員である取締役については、上記方針に基づき、監査等委員会の協議によって、その報酬を定めており

ます。なお、監査等委員会は、監査等委員以外の取締役の報酬について、その設定や手続きの適切性について、監

査及び協議を行い、その結果について取締役会に報告しております。

 

② 役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数 

役員区分 
報酬等の総額 
（百万円） 

報酬等の種類別の総額（百万円） 
対象となる役員の
員数（人） 

固定報酬 業績連動報酬 

取締役（監査等委員を除く。）（社外

取締役を除く。） 
52 52 － 3 

取締役（監査等委員） 

（社外取締役を除く。） 
5 5 － 1 

社外役員 9 9 － 4 

 

③ 役員ごとの連結報酬等の総額等 

 連結報酬等の総額が１億円以上であるものが存在しないため、記載しておりません。 

 

（５）【株式の保有状況】

① 投資株式の区分の基準及び考え方 

 当社が投資株式を保有する場合、余剰資金の活用による、株式の価値の変動又は株式に係る配当によって利益を

受けることを目的とした株式を、純投資目的の投資株式、安定的な取引関係の構築や成長戦略に則った業務提携関

係の維持・強化を目的とした株式を、純投資目的以外の投資株式と区分して、保有することとしております。な

お、投資株式を保有している場合、毎年継続して、個別に保有の合理性を確認した上で縮減の是非を判断し、取締

役会において検証を行うこととしております。 

 

- 33 -



② 保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式 

ⅰ）保有方針及び保有の合理性を検証する方法並びに個別銘柄の保有の適否に関する取締役会等における検証の内容 

当社は、保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式について、当該株式が安定的な取引関係の構築や成長

戦略に則った業務提携関係の維持・強化に繋がり、当社の中長期的な企業価値の向上に資すると判断した場合につ

いて、保有していく方針です。この方針に則り、当社は取締役会にて、当該株式の保有目的の適正性や収益性につ

いて検証を実施し、保有目的及び収益性の観点から、保有が適切であることを確認しております。 

 

ⅱ）銘柄数及び貸借対照表計上額 

 
銘柄数 

（銘柄） 
貸借対照表計上額の 
合計額（百万円） 

非上場株式 － － 

非上場株式以外の株式 1 4 

 

（当事業年度において株式数が増加した銘柄）

 
銘柄数 

（銘柄） 
株式数の増加に係る取得 
価額の合計額（百万円） 

株式数の増加の理由 

非上場株式 － － － 

非上場株式以外の株式 1 1 取引先持株会を通じた株式の取得 

 

（当事業年度において株式数が減少した銘柄）

 
銘柄数 

（銘柄） 
株式数の減少に係る売却 
価額の合計額（百万円） 

非上場株式 － － 

非上場株式以外の株式 － － 

 

ⅲ）特定投資株式及びみなし保有株式の銘柄ごとの株式数、貸借対照表計上額等に関する情報 

特定投資株式 

銘柄 

当事業年度 前事業年度 

保有目的、定量的な保有効果 
及び株式数が増加した理由 

当社の株式の 
保有の有無 

株式数（株） 株式数（株） 

貸借対照表計上額 
（百万円） 

貸借対照表計上額 
（百万円） 

株式会社ジャックス 
2,631 1,909 （保有目的）取引関係の円滑な遂行 

（株式数の増加理由）取引先持株会を通

じた株式の取得 

無 
4 4 

（注）株式会社ジャックス銘柄は貸借対照表計上額が資本金額の100分の１以下でありますが、当社保有の特定投資株

式が60銘柄に満たないため、記載しております。

 

みなし保有株式

該当事項はありません。

 

③ 保有目的が純投資目的である投資株式 

 該当事項はありません。 
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第５【経理の状況】

１．連結財務諸表及び財務諸表の作成方法について 

(1）当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28号）

に基づいて作成しております。 

なお、当連結会計年度（2018年４月１日から2019年３月31日まで）の連結財務諸表に含まれる比較情報のうち、

「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成30年３月23日内閣府令

第７号。以下「改正府令」という。）による改正後の連結財務諸表規則第15条の５第２項第２号及び同条第３項に

係るものについては、改正府令附則第３条第２項により、改正前の連結財務諸表規則に基づいて作成しておりま

す。 

(2）当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。 

なお、当事業年度（2018年４月１日から2019年３月31日まで）の財務諸表に含まれる比較情報のうち、改正府令

による改正後の財務諸表等規則第８条の12第２項第２号及び同条第３項に係るものについては、改正府令附則第２

条第２項により、改正前の財務諸表等規則に基づいて作成しております。 

 また、当社は、特例財務諸表提出会社に該当し、財務諸表等規則第127条の規定により財務諸表を作成しており

ます。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、連結会計年度（2018年４月１日から2019年３月31日

まで）の連結財務諸表及び事業年度（2018年４月１日から2019年３月31日まで）の財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツにより監査を受けております。 

 

３．連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて 

 当社は、連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っております。具体的には、会計基準等の内

容を適切に把握し、会計基準等の変更等について的確に対応することができる体制を整備するため、公益財団法人財

務会計基準機構へ加入しております。 
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１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当連結会計年度 
(2019年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,289,971 1,241,096 

受取手形及び売掛金 1,351,350 1,091,350 

仕掛品 ※２ 100,977 60,403 

貯蔵品 1,873 1,744 

その他 132,932 102,352 

流動資産合計 2,877,104 2,496,947 

固定資産    

有形固定資産    

建物 87,540 － 

減価償却累計額 △29,709 － 

建物（純額） 57,830 － 

工具、器具及び備品 142,023 3,122 

減価償却累計額 △118,007 △2,418 

工具、器具及び備品（純額） 24,015 704 

有形固定資産合計 81,845 704 

無形固定資産    

ソフトウエア 6,785 96 

リース資産 － 19,316 

無形固定資産合計 6,785 19,413 

投資その他の資産    

投資有価証券 ※１ 20,349 ※１ 20,581 

敷金及び保証金 174,189 164,341 

繰延税金資産 43,605 39,973 

その他 0 130 

投資その他の資産合計 238,143 225,027 

固定資産合計 326,775 245,144 

資産合計 3,203,880 2,742,091 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(2018年３月31日) 

当連結会計年度 
(2019年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 405,384 315,434 

1年内返済予定の長期借入金 116,669 36,153 

リース債務 － 4,243 

未払金 111,940 94,507 

未払法人税等 38,238 15,053 

未払消費税等 49,564 33,540 

前受収益 110,037 46,051 

賞与引当金 146,531 157,524 

受注損失引当金 ※２ 62,000 － 

その他 54,191 53,377 

流動負債合計 1,094,556 755,885 

固定負債    

長期借入金 36,153 － 

リース債務 － 17,401 

その他 10,321 10,321 

固定負債合計 46,474 27,722 

負債合計 1,141,031 783,607 

純資産の部    

株主資本    

資本金 570,966 570,966 

資本剰余金 651,875 651,875 

利益剰余金 812,214 705,883 

自己株式 △78 △78 

株主資本合計 2,034,978 1,928,646 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △247 △1,574 

その他の包括利益累計額合計 △247 △1,574 

新株予約権 2,761 2,097 

非支配株主持分 25,357 29,314 

純資産合計 2,062,849 1,958,483 

負債純資産合計 3,203,880 2,742,091 
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②【連結損益計算書及び連結包括利益計算書】

【連結損益計算書】

    （単位：千円） 

 
 前連結会計年度 

(自 2017年４月１日 
 至 2018年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 2018年４月１日 

 至 2019年３月31日) 

売上高 6,189,938 5,513,655 

売上原価 ※２,※３ 5,381,306 4,644,850 

売上総利益 808,631 868,804 

販売費及び一般管理費 ※１ 860,041 ※１ 847,223 

営業利益又は営業損失（△） △51,409 21,581 

営業外収益    

受取利息及び配当金 351 196 

助成金収入 300 － 

その他 998 1,632 

営業外収益合計 1,650 1,829 

営業外費用    

支払利息 1,411 538 

為替差損 372 710 

支払手数料 1,248 1,246 

その他 1,178 57 

営業外費用合計 4,210 2,552 

経常利益又は経常損失（△） △53,969 20,858 

特別利益    

関係会社株式売却益 ※４ 413,841 － 

特別利益合計 413,841 － 

特別損失    

減損損失 － ※５ 73,849 

特別損失合計 － 73,849 

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△） 
359,871 △52,991 

法人税、住民税及び事業税 50,478 23,004 

法人税等調整額 △8,494 3,631 

法人税等合計 41,984 26,636 

当期純利益又は当期純損失（△） 317,887 △79,628 

非支配株主に帰属する当期純利益 4,955 3,957 

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失（△） 
312,931 △83,585 
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【連結包括利益計算書】

    （単位：千円） 

 
 前連結会計年度 

(自 2017年４月１日 
 至 2018年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 2018年４月１日 

 至 2019年３月31日) 

当期純利益又は当期純損失（△） 317,887 △79,628 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △252 △1,327 

その他の包括利益合計 ※１,※２ △252 ※１,※２ △1,327 

包括利益 317,634 △80,955 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 312,679 △84,912 

非支配株主に係る包括利益 4,955 3,957 
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③【連結株主資本等変動計算書】

前連結会計年度（自 2017年４月１日 至 2018年３月31日）

                  （単位：千円） 

  株主資本 その他の 
包括利益累計額 

新株予約権 
非支配株主

持分 
純資産合計 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本 
合計 

その他 
有価証券 

評価差額金 

その他の 
包括利益 

累計額合計 

当期首残高 570,966 651,875 522,029 △78 1,744,792 5 5 2,923 20,402 1,768,123 

当期変動額                    

剰余金の配当     △22,746   △22,746         △22,746 

親会社株主に帰属
する当期純利益又
は親会社株主に帰
属する当期純損失
（△） 

    312,931   312,931         312,931 

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額） 

          △252 △252 △162 4,955 4,540 

当期変動額合計 － － 290,185 － 290,185 △252 △252 △162 4,955 294,725 

当期末残高 570,966 651,875 812,214 △78 2,034,978 △247 △247 2,761 25,357 2,062,849 

 

当連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

                  （単位：千円） 

  株主資本 
その他の 

包括利益累計額 

新株予約権 非支配株主
持分 

純資産合計 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 
株主資本 

合計 

その他 
有価証券 

評価差額金 

その他の 
包括利益 

累計額合計 

当期首残高 570,966 651,875 812,214 △78 2,034,978 △247 △247 2,761 25,357 2,062,849 

当期変動額                    

剰余金の配当     △22,746   △22,746         △22,746 

親会社株主に帰属
する当期純利益又
は親会社株主に帰
属する当期純損失
（△） 

    △83,585   △83,585         △83,585 

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額） 

          △1,327 △1,327 △663 3,957 1,966 

当期変動額合計 － － △106,331 － △106,331 △1,327 △1,327 △663 3,957 △104,365 

当期末残高 570,966 651,875 705,883 △78 1,928,646 △1,574 △1,574 2,097 29,314 1,958,483 
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

    （単位：千円） 

 
 前連結会計年度 

(自 2017年４月１日 
 至 2018年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 2018年４月１日 

 至 2019年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△） 
359,871 △52,991 

減価償却費 51,878 25,902 

減損損失 － 73,849 

のれん償却額 5,339 － 

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,963 10,993 

受注損失引当金の増減額（△は減少） △50,207 △62,000 

受取利息及び受取配当金 △351 △196 

支払利息 1,411 538 

関係会社株式売却損益（△は益） △413,841 － 

売上債権の増減額（△は増加） △34,649 259,999 

たな卸資産の増減額（△は増加） 97,439 40,703 

仕入債務の増減額（△は減少） △13,391 △89,950 

未払金の増減額（△は減少） 34,026 △16,588 

未払消費税等の増減額（△は減少） 10,415 △14,379 

その他 49,989 △25,984 

小計 93,967 149,897 

利息及び配当金の受取額 351 196 

利息の支払額 △1,356 △508 

法人税等の還付額 4,834 22 

法人税等の支払額 △29,730 △54,893 

営業活動によるキャッシュ・フロー 68,067 94,714 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

投資有価証券の取得による支出 △1,282 △1,559 

有形固定資産の取得による支出 △32,334 △1,035 

無形固定資産の取得による支出 △27,132 △505 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

収入 
※２ 287,099 － 

敷金及び保証金の差入による支出 － △695 

敷金及び保証金の回収による収入 2 － 

貸付金の回収による収入 ※３ 109,000 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー 335,353 △3,795 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △143,332 △116,669 

配当金の支払額 △22,863 △23,124 

財務活動によるキャッシュ・フロー △166,195 △139,793 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 237,225 △48,874 

現金及び現金同等物の期首残高 1,052,745 1,289,971 

現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 1,289,971 ※１ 1,241,096 
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【注記事項】

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項 

(1）連結子会社の数 

前期1社 当期1社 

主要な連結子会社の名称 

株式会社トライバルメディアハウス 

(2）主要な非連結子会社の名称等 

主要な非連結子会社 

Tribal Media House Technology Lab Company Limited 

（連結の範囲から除いた理由） 

 非連結子会社は小規模であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に

見合う額）等からみて、いずれも連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性がないため

連結の範囲から除外しております。 

２．持分法の適用に関する事項 

 持分法を適用していない非連結子会社（Tribal Media House Technology Lab Company Limited）は、当期純損益

（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結財務諸表に及ぼ

す影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性がないため持分法の適用範囲から除外しております。 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

 すべての連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。 

４．会計方針に関する事項 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法に

より算定）を採用しております。 

② たな卸資産 

イ．仕掛品 

 個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）を採用

しております。 

ロ．貯蔵品 

 最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下による簿価切下げの方法により算

定）を採用しております。 

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産 

 定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備は除く）並びに2016

年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。 

 なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建物          ３～18年 

工具、器具及び備品   ３～15年 

② 無形固定資産（リース資産を除く） 

 定額法を採用しております。 

 なお、自社利用のソフトウエアについては社内における見込利用可能期間（３年～５年）に基づいておりま

す。 

③リース資産 

 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 
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(3）重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上することとしております。 

② 賞与引当金 

 従業員の賞与の支出に備えて、賞与支給見込額の当連結会計年度負担額を計上しております。 

(4）重要な収益及び費用の計上基準 

受注制作のプロジェクトに係る収益の計上基準 

 当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められるプロジェクトについては工事進行基準を適

用し、その他のプロジェクトについては工事完成基準を適用することとしております。 

 なお、当連結会計年度において、工事進行基準を適用するプロジェクトの発生はありません。 

(5）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準 

 外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。 

(6）のれんの償却方法及び償却期間 

 のれんの償却については、５年間で均等償却し、重要性の乏しいものは発生時に一括償却することとしておりま

す。 

(7）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

 手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負

わない取得日から３ヵ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。 

(8）その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

 消費税等の会計処理 

 消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。 

 

（会計方針の変更）

（従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い等の適用）

 「従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い」（実務対応報告第36号 平

成30年１月12日。以下「実務対応報告第36号」という。）等を2018年４月１日以後適用し、従業員等に対して権利確

定条件付き有償新株予約権を付与する取引については、「ストック・オプション等に関する会計基準」（企業会計基

準第８号 平成17年12月27日）等に準拠した会計処理を行うことといたしました。

 ただし、実務対応報告第36号の適用については、実務対応報告第36号第10項(３)に定める経過的な取扱いに従って

おり、実務対応報告第36号の適用日より前に従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与した取引につ

いては、従来採用していた会計処理を継続しております。

 

（未適用の会計基準等）

（「収益認識に関する会計基準」等関係） 

・「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 平成30年３月30日 企業会計基準委員会） 

・「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 平成30年３月30日 企業会計基準委員

会） 

(1）概要 

国際会計基準審議会（IASB）及び米国財務会計基準審議会（FASB）は、共同して収益認識に関する包括的な会計

基準の開発を行い、2014年５月に「顧客との契約から生じる収益」（IASBにおいてはIFRS第15号、FASBにおいては

Topic606）を公表しており、IFRS第15号は2018年１月１日以後開始する事業年度から、Topic606は2017年12月15日

より後に開始する事業年度から適用される状況を踏まえ、企業会計基準委員会において、収益認識に関する包括的

な会計基準が開発され、適用指針と合わせて公表されたものです。 

企業会計基準委員会の収益認識に関する会計基準の開発にあたっての基本的な方針として、IFRS第15号と整合性

を図る便益の１つである財務諸表間の比較可能性の観点から、IFRS第15号の基本的な原則を取り入れることを出発

点とし、会計基準を定めることとされ、また、これまで我が国で行われてきた実務等に配慮すべき項目がある場合

には、比較可能性を損なわせない範囲で代替的な取扱いを追加することとされております。 

(2）適用予定日 

2022年３月期の期首から適用します。 

(3）当該会計基準等の適用による影響 

「収益認識に関する会計基準」等の適用による連結財務諸表に与える影響額については、現時点で評価中であり

ます。 
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（表示方法の変更）

（連結損益計算書）

 前連結会計年度において、「営業外費用」の「その他」に含めていた「為替差損」は、金額的重要性が増したた

め、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連

結財務諸表の組替えを行っております。

 この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外費用」の「その他」に表示していた1,550千円

は、「為替差損」372千円、「その他」1,178千円として組み替えております。

 

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用に伴う変更） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日。以下「税効果会計基準

一部改正」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延

税金負債は固定負債の区分に表示する方法に変更するとともに、税効果会計関係注記を変更しております。

 この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」の「繰延税金資産」32,368千円は、「投資そ

の他の資産」の「繰延税金資産」43,605千円に含めて表示しております。

 また、税効果会計関係注記において、税効果会計基準一部改正第３項から第５項に定める「税効果会計に係る会計

基準」注解（注８）（評価性引当額の合計額を除く。）及び同注解（注９）に記載された内容を追加しております。

ただし、当該内容のうち前連結会計年度に係る内容については、税効果会計基準一部改正第７項に定める経過的な取

扱いに従って記載しておりません。

 

（連結貸借対照表関係）

※１ 非連結子会社及び関連会社に対するものは、次のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

（2018年３月31日） 
当連結会計年度 

（2019年３月31日） 

投資有価証券（株式） 15,892千円 15,892千円 

 

※２ 損失の発生が見込まれる受注制作プロジェクトに係る仕掛品と受注損失引当金は、相殺せずに両建てで表示して

おります。損失の発生が見込まれる受注制作プロジェクトに係る仕掛品のうち、受注損失引当金に対応する額は次

のとおりであります。
 

 
前連結会計年度

（2018年３月31日）
当連結会計年度

（2019年３月31日）

仕掛品 46,523千円 －千円 
 

 

（連結損益計算書関係）

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

 
 前連結会計年度 

（自 2017年４月１日 
  至 2018年３月31日） 

 当連結会計年度 
（自 2018年４月１日 

  至 2019年３月31日） 

役員報酬 111,633千円 104,454千円 

給与手当 236,927 231,557 

賞与引当金繰入額 16,977 25,805 

退職給付費用 21,814 21,704 

採用費 42,185 54,173 

支払手数料 128,013 142,275 

 

※２ 当期製造費用に含まれる研究開発費の総額 

 前連結会計年度 
（自 2017年４月１日 

  至 2018年３月31日） 

 当連結会計年度 
（自 2018年４月１日 

  至 2019年３月31日） 

3,367千円 4,612千円 
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※３ 売上原価に含まれている受注損失引当金繰入額 

前連結会計年度 
（自 2017年４月１日 
至 2018年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 2018年４月１日 
至 2019年３月31日） 

△50,207千円 －千円 

 

※４ 関係会社株式売却益 

前連結会計年度（自 2017年４月１日 至 2018年３月31日） 

当社連結子会社であったrakumo株式会社の全株式を売却したものであります。

 

※５ 減損損失 

当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 

場所 用途 種類 金額

ネットイヤーグループ株式会社

（東京都中央区）
事業用資産 

建物 53,142千円

工具、器具及び備品 15,653千円

ソフトウエア 5,054千円

 当社グループは、各会社の保有する固定資産が独立したキャッシュ・フローを生み出す最小の単位であるため、資

産グループは各会社ごととしております。

 当社において、営業活動から生じる損益が継続してマイナスであるため、減損損失を認識しました。なお、当該資

産の回収可能価額は使用価値により測定しておりますが、これらの資産はいずれも将来キャッシュ・フローが見込め

ないため零としております。 

 この結果、73,849千円を減損損失として特別損失に計上しました。 

 

（連結包括利益計算書関係）

※１ その他の包括利益に係る組替調整額 

 
前連結会計年度 

（自 2017年４月１日 
至 2018年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 2018年４月１日 
至 2019年３月31日） 

その他有価証券評価差額金：    

当期発生額 △255千円 △1,327千円 

組替調整額 － － 

計 △255 △1,327 

税効果調整前合計 △255 △1,327 

税効果額 2 － 

その他の包括利益合計 △252 △1,327 

 

※２ その他の包括利益に係る税効果額 

 
前連結会計年度 

（自 2017年４月１日 
至 2018年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 2018年４月１日 
至 2019年３月31日） 

その他有価証券評価差額金：    

税効果調整前 △255千円 △1,327千円 

税効果額 2 － 

税効果調整後 △252 △1,327 

その他の包括利益合計    

税効果調整前 △255 △1,327 

税効果額 2 － 

税効果調整後 △252 △1,327 
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（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自 2017年４月１日 至 2018年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
当連結会計年度期首
株式数（株） 

当連結会計年度増加
株式数（株） 

当連結会計年度減少
株式数（株） 

当連結会計年度末株
式数（株） 

発行済株式        

普通株式 6,999,000 － － 6,999,000 

合計 6,999,000 － － 6,999,000 

自己株式        

普通株式 113 － － 113 

合計 113 － － 113 

 

２．新株予約権に関する事項 

区分 新株予約権の内訳

新株予約権の

目的となる株

式の種類

新株予約権の目的となる株式の数（株） 当連結会計

年度末残高

（千円）
当連結会計

年度期首

当連結会計

年度増加

当連結会計

年度減少

当連結会計

年度末

提出会社 

（親会社）

ストック・オプションとして

の新株予約権
－ － － － － 2,761

合計 － － － － － 2,761

 

３．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額 
（千円） 

１株当たり配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 

2017年５月15日 

取締役会 
普通株式 22,746 3.25 2017年３月31日 2017年６月28日 

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議 株式の種類 
配当金の総額 
（千円） 

配当の原資 
１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 

2018年５月11日 

取締役会 
普通株式 22,746 利益剰余金 3.25 2018年３月31日 2018年６月27日 
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当連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
当連結会計年度期首
株式数（株） 

当連結会計年度増加
株式数（株） 

当連結会計年度減少
株式数（株） 

当連結会計年度末株
式数（株） 

発行済株式        

普通株式 6,999,000 － － 6,999,000 

合計 6,999,000 － － 6,999,000 

自己株式        

普通株式 113 － － 113 

合計 113 － － 113 

 

２．新株予約権に関する事項 

区分 新株予約権の内訳

新株予約権の

目的となる株

式の種類

新株予約権の目的となる株式の数（株） 当連結会計

年度末残高

（千円）
当連結会計

年度期首

当連結会計

年度増加

当連結会計

年度減少

当連結会計

年度末

提出会社 

（親会社）

ストック・オプションとして

の新株予約権
－ － － － － 2,097

合計 － － － － － 2,097

 

３．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額 
（千円） 

１株当たり配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 

2018年５月11日 

取締役会 
普通株式 22,746 3.25 2018年３月31日 2018年６月27日 

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議 株式の種類 
配当金の総額 
（千円） 

配当の原資 
１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 

2019年５月９日 

取締役会 
普通株式 22,746 利益剰余金 3.25 2019年３月31日 2019年６月27日 
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（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 
前連結会計年度 

（自 2017年４月１日 
至 2018年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 2018年４月１日 
至 2019年３月31日） 

現金及び預金勘定 1,289,971千円 1,241,096千円 

現金及び現金同等物 1,289,971 1,241,096 

 

※２ 株式の売却により連結子会社でなくなった会社の資産及び負債の主な内訳 

前連結会計年度（自 2017年４月１日 至 2018年３月31日） 

 株式の売却により連結子会社でなくなったrakumo株式会社の連結除外時の資産及び負債の主な内訳並びに、同社株式

の売却価額と売却による収入（純額）との関係は次のとおりであります。 

 

流動資産 90,087千円 

固定資産 111,715 

のれん 17,354 

流動負債 △184,982 

固定負債 △116,816 

関係会社株式売却益 413,841 

同社株式の売却価額 331,200 

同社の現金及び現金同等物 △44,100 

差引：売却による収入 287,099 

 

※３ 貸付金の回収による収入 

前連結会計年度（自 2017年４月１日 至 2018年３月31日） 

 株式の売却により連結子会社でなくなったrakumo株式会社から連結除外後に回収した金額であります。 
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（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項 

(1）金融商品に対する取組方針 

 当社グループは、資金運用については、事業投資機会までの待機資金として、安全性を優先に流動性を確保しな

がら機会損失を軽減することを目的に、主に短期的な預金で運用しております。資金調達については、必要時には

様々な調達手段の中から事業環境や市場環境に応じた最適な手段を選択することとしております。 

(2）金融商品の内容及びそのリスク 

 営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。 

 投資有価証券は、業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されております。 

 敷金及び保証金は、主に本社を賃借する際に支出したものであり、差入先の信用リスクが存在します。 

 営業債務である買掛金及び未払金は、そのほとんどが１ヵ月程度の支払期日であります。 

 借入金は、安定的な資金残高を確保するための資金調達であります。 

(3）金融商品に係るリスク管理体制 

①信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理 

 当社は、与信管理規程に従い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、主な取引先の信用状況を１

年ごとに把握する体制としています。連結子会社についても、当社の与信管理規程に準じて、同様の管理を行って

おります。 

②市場価格の変動リスクの管理 

 当社は、資金運用管理規程に従い、定期的に時価や発行体の財務状況等の把握を行っております。 

(4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

 金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含まれ

ております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することによ

り、当該価額が変動することがあります。 

 

２．金融商品の時価等に関する事項 

 連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握することが

極めて困難と認められるものは含まれておりません（（注）２．参照）。 

 

前連結会計年度（2018年３月31日） 

 
連結貸借対照表計上額 

（千円） 
時価（千円） 差額（千円） 

(1）現金及び預金 1,289,971 1,289,971 － 

(2）受取手形及び売掛金 1,351,350 1,351,350 － 

(3）投資有価証券 4,457 4,457 － 

(4）敷金及び保証金 174,189 160,027 △14,161 

資産計 2,819,967 2,805,805 △14,161 

(1）買掛金 405,384 405,384 － 

(2）未払金 111,940 111,940 － 

(3）長期借入金（１年内返済予定を含む） 152,822 152,822 － 

負債計 670,146 670,146 － 

 

- 49 -



当連結会計年度（2019年３月31日） 

 
連結貸借対照表計上額 

（千円） 
時価（千円） 差額（千円） 

(1）現金及び預金 1,241,096 1,241,096 － 

(2）受取手形及び売掛金 1,091,350 1,091,350 － 

(3）投資有価証券 4,689 4,689 － 

(4）敷金及び保証金 164,341 162,393 △1,948 

資産計 2,501,478 2,499,529 △1,948 

(1）買掛金 315,434 315,434 － 

(2）未払金 94,507 94,507 － 

(3）長期借入金（１年内返済予定を含む） 36,153 36,153 － 

負債計 446,094 446,094 － 

（注）１．金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項 

資産 

(1）現金及び預金、(2）受取手形及び売掛金 

 これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

によっております。 

(3）投資有価証券 

 時価については、取引所の価格によっております。また、保有目的ごとの有価証券に関する事項につい

ては、注記事項「有価証券関係」をご参照ください。 

(4）敷金及び保証金 

 時価については、賃貸借契約の終了期間を考慮した敷金の返還予定時期に基づき、国債の利率で割り引

いた現在価値によっております。 

負債 

(1）買掛金、(2）未払金 

 これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

によっております。 

(3）長期借入金（１年内返済予定を含む） 

 これらの時価は、元利金の合計額を連結決算日に同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り

引いた現在価値により算定しております。 

 

２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品 

（単位：千円） 
 

区分 
前連結会計年度 

（2018年３月31日） 
当連結会計年度 

（2019年３月31日） 

非上場株式 15,892 15,892 

 これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、「(3）投資

有価証券」には含めておりません。 
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３．金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額 

前連結会計年度（2018年３月31日） 

  １年以内（千円） １年超５年以内（千円） 

預金 1,289,791 － 

受取手形及び売掛金 1,351,350 － 

合計 2,641,142 － 

 

当連結会計年度（2019年３月31日） 

  １年以内（千円） １年超５年以内（千円） 

預金 1,240,974 － 

受取手形及び売掛金 1,091,350 － 

合計 2,332,324 － 

 

４．長期借入金及びその他の有利子負債の連結決算日後の返済予定額 

前連結会計年度（2018年３月31日） 

 
１年以内 
（千円） 

１年超 
２年以内 
（千円） 

２年超 
３年以内 
（千円） 

３年超 
４年以内 
（千円） 

４年超 
５年以内 
（千円） 

５年超 
（千円） 

長期借入金 116,669 36,153 － － － － 

合計 116,669 36,153 － － － － 

 

当連結会計年度（2019年３月31日） 

 
１年以内 
（千円） 

１年超 
２年以内 
（千円） 

２年超 
３年以内 
（千円） 

３年超 
４年以内 
（千円） 

４年超 
５年以内 
（千円） 

５年超 
（千円） 

長期借入金 36,153 － － － － － 

合計 36,153 － － － － － 
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（有価証券関係）

その他有価証券 

前連結会計年度（2018年３月31日） 

  種類 
連結貸借対照表計上
額（千円） 

取得原価（千円） 差額（千円） 

連結貸借対照表計上額が

取得原価を超えないもの 
株式 4,457 4,704 △247 

合計 4,457 4,704 △247 

 

当連結会計年度（2019年３月31日） 

  種類 
連結貸借対照表計上
額（千円） 

取得原価（千円） 差額（千円） 

連結貸借対照表計上額が

取得原価を超えないもの 
株式 4,689 6,264 △1,574 

合計 4,689 6,264 △1,574 

 

（退職給付関係）

１．確定拠出制度の概要 

 当社グループは、確定拠出型年金制度及び前払退職金制度を選択制で採用しております。 

 

２．確定拠出制度に係る退職給付費用の額 

 
前連結会計年度 

（自 2017年４月１日 
至 2018年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 2018年４月１日 
至 2019年３月31日） 

退職給付費用（千円） 151,094 141,504 

(1）確定拠出型年金への掛金（千円） 25,889 26,191 

(2）前払退職金（千円） 125,205 115,313 
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（ストック・オプション等関係）

１．ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況 

(1）ストック・オプションの内容 

 
2015年10月29日 
取締役会決議 

ストック・オプション 

付与対象者の区分及び人数 

 
当社の取締役 ４名 

当社の従業員 27名 

当社の子会社の役員 

及び従業員 

11名 

  

株式の種類別のストック・オプション

数（注） 
普通株式  500,000株 

付与日 2015年11月20日 

権利確定条件 

新株予約権者は、2019年３月期から2020年

３月期までのいずれかの期ののれん償却前

営業利益（当社の有価証券報告書に記載さ

れる連結損益計算書（連結損益計算書を作

成していない場合、損益計算書）における

営業利益に、連結キャッシュ・フロー計算

書（連結キャッシュ・フロー計算書を作成

していない場合、キャッシュ・フロー計算

書）におけるのれん償却額を加算した額を

いう。）が、下記（ⅰ）、（ⅱ）に掲げる

条件を達成した場合において、以下の割合

に応じて、当該条件を最初に充たした期の

有価証券報告書の提出日の翌月１日から本

新株予約権を行使することができる。 

（ⅰ）700百万円を超過している場合 

  行使可能割合：50％ 

（ⅱ）1,000百万円を超過している場合 

  行使可能割合：100％ 

対象勤務期間 対象勤務期間の定めはありません。 

権利行使期間 
2019年７月１日から 

2022年11月19日まで 

（注）株式数に換算して記載しております。 
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(2）ストック・オプションの規模及びその変動状況 

 当連結会計年度（2019年３月期）において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オプションの

数については、株式数に換算して記載しております。 

① ストック・オプションの数 

 
2015年10月29日 
取締役会決議 

ストック・オプション 

権利確定前      （株）  

前連結会計年度末 460,200 

付与 － 

失効 110,600 

権利確定 － 

未確定残 349,600 

権利確定後      （株）  

前連結会計年度末 － 

権利確定 － 

権利行使 － 

失効 － 

未行使残 － 

 

② 単価情報 

 
2015年10月29日 
取締役会決議 

ストック・オプション 

権利行使価格（円） 862 

行使時平均株価（円） － 

付与日における公正な評価単価（円） － 

 

２．ストック・オプションの公正な評価単価の見積方法 

 該当事項はありません。 

 

３．ストック・オプションの権利確定数の見積方法 

 基本的には、将来の失効数の合理的な見積りは困難であるため、実績の失効数のみ反映させる方法を採用しており

ます。 
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（追加情報） 

（従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い等の適用）

 「従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い」（実務対応報告第36号 平

成30年１月12日。以下「実務対応報告第36号」という。）の適用日より前に従業員等に対して権利確定条件付き有償

新株予約権を付与した取引については、実務対応報告第36号第10項（３）に基づいて、従来採用していた会計処理を

継続しております。

 

１．権利確定条件付き有償新株予約権の概要

 前述の「１．ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況」に同一の内容を記載しているため、注記を省

略しております。

 

２．採用している会計処理の概要 

 新株予約権を発行したときは、その発行に伴う払込金額を、純資産の部に新株予約権として計上しております。新

株予約権が行使され、新株を発行するときは、当該新株予約権の発行に伴う払込金額と新株予約権の行使に伴う払込

金額を、資本金および資本準備金（資本剰余金）に振り替えます。 

 なお、新株予約権が失効したときは、当該失効に対応する額を失効が確定した会計期間の利益として処理します。 
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

 
前連結会計年度 

（2018年３月31日） 
 

当連結会計年度 
（2019年３月31日） 

繰延税金資産      

賞与引当金 44,867千円   48,234千円 

ソフトウエア 11,024   － 

減価償却超過額 －   29,274 

敷金償却費 7,623   10,851 

未払費用 6,710   6,387 

未払事業税 4,375   3,908 

未払事業所税 1,759   2,032 

受注損失引当金 18,984   － 

繰越欠損金 122,791   154,720 

その他 965   676 

繰延税金資産小計 219,103   256,085 

税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額（注）２ －   △154,720 

将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 －   △59,760 

評価性引当額小計（注）１ △175,497   △214,481 

繰延税金資産合計 43,605   41,603 

繰延税金負債      

前払費用 －   △1,498 

未収事業税 －   △131 

繰延税金負債合計 －   △1,630 

繰延税金資産の純額 43,605   39,973 

 

（注）１．評価性引当額が前連結会計年度より38,983千円増加しております。この増加の主な内容は、当社において、

税務上の繰越欠損金に関する評価性引当額が31,929千円増加したことに伴うものであります。

（注）２．税務上の繰越欠損金及びその繰延税金資産の繰越期限別の金額

当連結会計年度（2019年３月31日）  

 
１年以内

（千円）

１年超

２年以内

（千円）

２年超

３年以内

（千円）

３年超

４年以内

（千円）

４年超

５年以内

（千円）

５年超

（千円）

合計

（千円）

税務上の繰越欠

損金（※1）
－ － － － － 154,720 154,720 

評価性引当額 － － － － － △154,720 △154,720

繰延税金資産 － － － － － － （※2）－

（※1）税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。

（※2）税務上の繰越欠損金については全額を回収不能と判断しています。
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２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となった

主要な項目別の内訳 

 
前連結会計年度 

（2018年３月31日） 
 

当連結会計年度 
（2019年３月31日） 

法定実効税率 30.9％    税金等調整前当期純損失を計

上しているため、記載を省略し

ております。 

（調整）    

交際費等永久に損金に算入されない項目 1.6  

住民税均等割額 0.7  

評価性引当額の増減 △15.2  

のれん償却額 0.5  

関係会社株式売却益 △7.1  

所得拡大促進税制特別税額控除 △0.8  

その他 1.1  

税効果会計適用後の法人税等の負担率 11.7  

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前連結会計年度（自2017年４月１日 至2018年３月31日） 

 当社グループは、SIPS事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

当連結会計年度（自2018年４月１日 至2019年３月31日） 

 当社グループは、SIPS事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

【関連情報】 

前連結会計年度（自2017年４月１日 至2018年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

 単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省

略しております。 

 

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

 本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。 

(2）有形固定資産 

 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。 

 

３．主要な顧客ごとの情報 

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略して

おります。 

 

当連結会計年度（自2018年４月１日 至2019年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

 単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省

略しております。 

 

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

 本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。 

(2）有形固定資産 

 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。 

 

３．主要な顧客ごとの情報 

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略して

おります。 
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】 

前連結会計年度（自2017年４月１日 至2018年３月31日） 

 該当事項はありません。 

 

当連結会計年度（自2018年４月１日 至2019年３月31日） 

    （単位：千円） 

  SIPS事業 合計 

減損損失 73,849 73,849 

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自2017年４月１日 至2018年３月31日）

    （単位：千円） 

  SIPS事業 合計 

当期償却額 5,339 5,339 

当期末残高 － － 

（注）rakumo株式会社の株式を売却したことに伴い17,354千円減少しております。

 

当連結会計年度（自2018年４月１日 至2019年３月31日）

 該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

 該当事項はありません。 
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【関連当事者情報】

１．関連当事者との取引 

連結財務諸表提出会社と関連当事者との取引 

連結財務諸表提出会社の親会社及び主要株主（会社等の場合に限る。）等 

前連結会計年度（自 2017年４月１日 至 2018年３月31日） 

種類 
会社等の名称 

又は氏名 
所在地 

資本金又
は出資金 
(百万円) 

事業の内容 
又は職業 

議決権等の所
有（被所有）
割合（％） 

関連当事者
との関係 

取引の内容 
取引金額
（千円） 
（注）１ 

科目 
期末残高
（千円） 
（注）１ 

その他の

関係会社 

コニカミノルタ

ジャパン㈱ 

東京都

港区 
397 

オフィス関連

製品の国内販

売 

（被所有） 

直接  30.4 

当社サービ

スの提供 

制作の委託

及び固定資

産の購入 

サービスの提供 

（注）２ 
25,821 売掛金 2,435 

制作の委託等 

（注）２ 
20,694 買掛金 922 

固定資産の購入 

（注）２ 
22,182 － － 

 

当連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日） 

種類 会社等の名称 
又は氏名 

所在地 
資本金又
は出資金 
(百万円) 

事業の内容 
又は職業 

議決権等の所
有（被所有）
割合（％） 

関連当事者
との関係 

取引の内容 
取引金額
（千円） 
（注）１ 

科目 
期末残高
（千円） 
（注）１ 

親会社 

㈱エヌ・テ

ィ・ティ・デ

ータ 

東京都

江東区 
142,520 

情報サービ

ス業 

（被所有） 

直接  48.5 

当社サービ

スの提供 

サービスの提供 

（注）２ 
20,043 売掛金 21,646 

 

（注）１．上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

２．当社サービスの提供、委託取引及び固定資産の購入については、市場の実勢価格等を勘案し、価格を決定し

ております。 

 

２．親会社又は重要な関連会社に関する注記 

親会社情報

日本電信電話㈱（東京証券取引所に上場） 

ＮＴＴ㈱（非上場） 

㈱エヌ・ティ・ティ・データ（東京証券取引所に上場） 
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度 

（自 2017年４月１日 
至 2018年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 2018年４月１日 
至 2019年３月31日） 

１株当たり純資産額 290.72円 275.34円 

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損

失（△） 
44.71円 △11.94円 

（注）１．前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が

存在しないため記載しておりません。 

２．当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であり、ま

た、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

３．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

（自 2017年４月１日 
至 2018年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 2018年４月１日 
至 2019年３月31日） 

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損

失（△） 
   

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株

主に帰属する当期純損失（△）（千円） 
312,931 △83,585 

普通株主に帰属しない金額（千円） － － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益又は親会社株主に帰属する当期純損失（△）

（千円） 

312,931 △83,585 

期中平均株式数（株） 6,998,887 6,998,887 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり当期純利益の算定に含めなかった潜在

株式の概要 

（新株予約権） 

2015年10月29日 

取締役会決議 

普通株式 460,200株 

（新株予約権） 

2015年10月29日 

取締役会決議 

普通株式 349,600株 

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。 
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⑤【連結附属明細表】

【社債明細表】

 該当事項はありません。 

 

【借入金等明細表】

区分 
当期首残高 
（千円） 

当期末残高 
（千円） 

平均利率 
（％） 

返済期限 

１年以内に返済予定の長期借入金 116,669 36,153 0.56 － 

１年以内に返済予定のリース債務 － 4,243 0.08980 － 

長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。） 36,153 － － － 

リース債務（１年以内に返済予定のものを除く。） － 17,401 0.08986 2020年～2024年 

合計 152,822 57,797 － － 

（注）１．平均利率については、期末借入金残高に対する加重平均利率を記載しております。 

   ２．リース債務（１年以内に返済予定のものを除く。）の連結決算日後５年間の返済予定額は以下のとおり

であります。 

区分
１年超２年以内

（千円）

２年超３年以内

（千円）

３年超４年以内

（千円）

４年超５年以内

（千円）

リース債務 4,285 4,328 4,371 4,415

 

【資産除去債務明細表】

 該当事項はありません。 

 

（２）【その他】

当連結会計年度における四半期情報等 

（累計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 当連結会計年度 

売上高（千円） 1,171,785 2,537,766 3,860,671 5,513,655 

税金等調整前四半期（当期）純損失

（△）（千円） 
△174,271 △155,208 △249,700 △52,991 

親会社株主に帰属する四半期（当期）

純損失（△）（千円） 
△170,219 △154,957 △262,636 △83,585 

１株当たり四半期（当期）純損失

（△）（円） 
△24.32 △22.14 △37.53 △11.94 

 

（会計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 

１株当たり四半期純利益又は１株当た

り四半期純損失（△）（円） 
△24.32 2.18 △15.39 25.58 
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２【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2018年３月31日) 
当事業年度 

(2019年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,138,717 1,029,589 

受取手形 6,510 15,491 

売掛金 ※ 814,887 ※ 601,484 

仕掛品 86,420 58,170 

貯蔵品 1,825 1,744 

前払費用 127,299 83,156 

その他 ※ 10,304 ※ 19,882 

流動資産合計 2,185,965 1,809,520 

固定資産    

有形固定資産    

建物 57,830 － 

工具、器具及び備品 22,815 － 

有形固定資産合計 80,646 － 

無形固定資産    

ソフトウエア 6,785 － 

無形固定資産合計 6,785 － 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,457 4,689 

関係会社株式 95,400 95,400 

敷金及び保証金 174,189 163,676 

その他 0 0 

投資その他の資産合計 274,046 263,765 

固定資産合計 361,477 263,765 

資産合計 2,547,443 2,073,285 
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    （単位：千円） 

  前事業年度 
(2018年３月31日) 

当事業年度 
(2019年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 ※ 216,560 ※ 154,851 

1年内返済予定の長期借入金 116,669 36,153 

未払金 ※ 67,330 ※ 52,622 

未払費用 8,517 9,157 

未払法人税等 8,189 15,053 

未払消費税等 15,511 10,739 

預り金 23,946 21,701 

前受収益 102,629 37,751 

賞与引当金 62,081 66,117 

受注損失引当金 62,000 － 

その他 1,313 676 

流動負債合計 684,748 404,823 

固定負債    

長期借入金 36,153 － 

その他 10,321 10,321 

固定負債合計 46,474 10,321 

負債合計 731,223 415,145 

純資産の部    

株主資本    

資本金 570,966 570,966 

資本剰余金    

資本準備金 606,391 606,391 

その他資本剰余金 45,483 45,483 

資本剰余金合計 651,875 651,875 

利益剰余金    

その他利益剰余金    

繰越利益剰余金 590,943 434,854 

利益剰余金合計 590,943 434,854 

自己株式 △78 △78 

株主資本合計 1,813,706 1,657,617 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 △247 △1,574 

評価・換算差額等合計 △247 △1,574 

新株予約権 2,761 2,097 

純資産合計 1,816,220 1,658,140 

負債純資産合計 2,547,443 2,073,285 
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②【損益計算書】

    （単位：千円） 

 
 前事業年度 

(自 2017年４月１日 
 至 2018年３月31日) 

 当事業年度 
(自 2018年４月１日 

 至 2019年３月31日) 

売上高 ※１ 4,111,298 ※１ 3,403,531 

売上原価 ※１ 3,672,208 ※１ 2,883,684 

売上総利益 439,089 519,846 

販売費及び一般管理費 ※１,※２ 597,655 ※１,※２ 578,268 

営業損失（△） △158,566 △58,422 

営業外収益    

受取利息及び配当金 ※１ 888 ※１ 194 

受取賃貸料 ※１ 5,604 ※１ 7,599 

その他 979 1,623 

営業外収益合計 7,472 9,417 

営業外費用    

支払利息 1,302 538 

賃貸費用 5,354 6,336 

支払手数料 1,248 1,246 

その他 864 76 

営業外費用合計 8,769 8,198 

経常損失（△） △159,863 △57,202 

特別利益    

関係会社株式売却益 331,200 － 

特別利益合計 331,200 － 

特別損失    

減損損失 － 73,849 

特別損失合計 － 73,849 

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） 171,336 △131,052 

法人税、住民税及び事業税 2,290 2,290 

法人税等合計 2,290 2,290 

当期純利益又は当期純損失（△） 169,046 △133,342 
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【製造原価明細書】 

   
前事業年度 

（自 2017年４月１日 
至 2018年３月31日） 

当事業年度 
（自 2018年４月１日 
至 2019年３月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 
構成比 
（％） 

金額（千円） 
構成比 
（％） 

Ⅰ 労務費   1,311,077 36.9 1,137,302 39.8 

Ⅱ 経費 ※ 2,242,660 63.1 1,718,131 60.2 

当期総製造費用   3,553,737 100.0 2,855,434 100.0 

期首仕掛品たな卸高   204,892   86,420  

合計   3,758,629   2,941,854  

期末仕掛品たな卸高   △86,420   △58,170  

売上原価   3,672,208   2,883,684  

原価計算の方法 

 当社の原価計算は実際原価による個別原価計算を採用しております。 

 

（注） ※経費の主な内訳は次のとおりであります。 

前事業年度 
（自 2017年４月１日 
至 2018年３月31日） 

当事業年度 
（自 2018年４月１日 
至 2019年３月31日） 

 
外注費 1,977,222 千円 

地代家賃 128,964  

支払手数料 45,162  

減価償却費 13,283  
 

 
外注費 1,476,492 千円 

地代家賃 135,075  

支払手数料 48,248  

減価償却費 8,946  
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自 2017年４月１日 至 2018年３月31日）

              （単位：千円） 

  株主資本 

 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本 

合計 
 

資本準備金 
その他 

資本剰余金 
資本剰余金 

合計 

その他 
利益剰余金 

利益剰余金 
合計 

 
繰越利益 
剰余金 

当期首残高 570,966 606,391 45,483 651,875 444,643 444,643 △78 1,667,406 

当期変動額                

剰余金の配当         △22,746 △22,746   △22,746 

当期純利益又は当期純
損失（△）         169,046 169,046   169,046 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）                

当期変動額合計 － － － － 146,299 146,299 － 146,299 

当期末残高 570,966 606,391 45,483 651,875 590,943 590,943 △78 1,813,706 

 

         

  評価・換算差額等 

新株予約権 純資産合計 
 

その他 
有価証券 

評価差額金 

評価・換算 
差額等合計 

当期首残高 5 5 2,923 1,670,335 

当期変動額        

剰余金の配当       △22,746 

当期純利益又は当期純
損失（△）       169,046 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 

△252 △252 △162 △414 

当期変動額合計 △252 △252 △162 145,884 

当期末残高 △247 △247 2,761 1,816,220 
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当事業年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

              （単位：千円） 

  株主資本 

 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本 

合計 
 

資本準備金 その他 
資本剰余金 

資本剰余金 
合計 

その他 
利益剰余金 

利益剰余金 
合計 

 
繰越利益 
剰余金 

当期首残高 570,966 606,391 45,483 651,875 590,943 590,943 △78 1,813,706 

当期変動額                

剰余金の配当         △22,746 △22,746   △22,746 

当期純利益又は当期純
損失（△）         △133,342 △133,342   △133,342 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）                

当期変動額合計 － － － － △156,089 △156,089 － △156,089 

当期末残高 570,966 606,391 45,483 651,875 434,854 434,854 △78 1,657,617 

 

         

  評価・換算差額等 

新株予約権 純資産合計 
 

その他 
有価証券 

評価差額金 

評価・換算 
差額等合計 

当期首残高 △247 △247 2,761 1,816,220 

当期変動額        

剰余金の配当       △22,746 

当期純利益又は当期純
損失（△）       △133,342 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 

△1,327 △1,327 △663 △1,990 

当期変動額合計 △1,327 △1,327 △663 △158,079 

当期末残高 △1,574 △1,574 2,097 1,658,140 
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．有価証券の評価基準及び評価方法 

(1）関係会社株式 

 移動平均法による原価法を採用しております。 

(2）その他有価証券 

時価のあるもの 

 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により

算定）を採用しております。 

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法 

(1）仕掛品 

 個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）を採用して

おります。 

(2）貯蔵品 

 最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）を

採用しております。 

３．固定資産の減価償却の方法 

(1）有形固定資産 

 定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備は除く）並びに2016年

４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。 

 なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建物          ３～18年 

工具、器具及び備品   ３～15年 

(2）無形固定資産 

 定額法を採用しております。 

 なお、自社利用のソフトウエアについては社内における見込利用可能期間（３～５年）に基づいております。 

４．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。 

５．引当金の計上基準 

(1）貸倒引当金 

 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上することとしております。 

(2）賞与引当金 

 従業員の賞与の支出に備えて、賞与支給見込額の当事業年度負担額を計上しております。 

６．重要な収益及び費用の計上基準 

受注制作のプロジェクトに係る収益の計上基準 

 当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められるプロジェクトについては工事進行基準を適用

し、その他のプロジェクトについては工事完成基準を適用することとしております。 

 なお、当事業年度において、工事進行基準を適用するプロジェクトの発生はありません。 

７．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

消費税等の会計処理 

 消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

 

（会計方針の変更）

（従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い等の適用） 

「従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い」（実務対応報告第36号 平

成30年１月12日。以下「実務対応報告第36号」という。）等を2018年４月１日以後適用し、従業員等に対して権利確

定条件付き有償新株予約権を付与する取引については、「ストック・オプション等に関する会計基準」（企業会計基

準第８号 平成17年12月27日）等に準拠した会計処理を行うことといたしました。 

ただし、実務対応報告第36号の適用については、実務対応報告第36号第10項(3)に定める経過的な取扱いに従ってお

り、実務対応報告第36号の適用日より前に従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与した取引につい

ては、従来採用していた会計処理を継続しております。 
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（追加情報）

「従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い」（実務対応報告第36号 平成

30年１月12日。以下「実務対応報告第36号」という。）等の適用日より前に従業員等に対して権利確定条件付き有償

新株予約権を付与した取引については、実務対応報告第36号第10項(3)に基づいて、従来採用していた会計処理を継続

しております。 

 

１．権利確定条件付き有償新株予約権の概要 

「第５ 経理の状況 １連結財務諸表等 （１）連結財務諸表 注記事項（ストック・オプション等関係）」に同

一の内容を記載しているため、注記を省略しております。 

 

２．採用している会計処理の概要 

新株予約権を発行したときは、その発行に伴う払込金額を、純資産の部に新株予約権として計上しております。新

株予約権が行使され、新株を発行するときは、当該新株予約権の発行に伴う払込金額と新株予約権の行使に伴う払込

金額を、資本金および資本準備金（資本剰余金）に振り替えます 

なお、新株予約権が失効したときは、当該失効に対応する額を失効が確定した会計期間の利益として処理します。 

 

（貸借対照表関係）

※ 関係会社に対する資産及び負債 

区分表示されたもの以外で、当該関係会社に対する金銭債権又は金銭債務の金額は次のとおりであります。 

 
前事業年度 

（2018年３月31日） 
当事業年度 

（2019年３月31日） 

短期金銭債権 13,982千円 43,749千円 

短期金銭債務 31,865 9,086 

 

（損益計算書関係）

※１ 関係会社との営業取引及び営業取引以外の取引の取引高の総額 

 
前事業年度 

（自 2017年４月１日 
至 2018年３月31日） 

当事業年度 
（自 2018年４月１日 
至 2019年３月31日） 

営業取引による取引高    

 売上高 49,796千円 64,869千円 

 売上原価・販売費及び一般管理費 290,095 263,659 

営業取引以外の取引による取引高 6,141 7,599 

 

※２ 販売費に属する費用のおおよその割合は前事業年度10％、当事業年度10％、一般管理費に属する費用のおおよそ

の割合は前事業年度90％、当事業年度90％であります。 

 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

 
 前事業年度 

（自 2017年４月１日 
  至 2018年３月31日） 

 当事業年度 
（自 2018年４月１日 

  至 2019年３月31日） 

役員報酬 77,830千円 67,140千円 

給与手当 195,195 184,383 

賞与引当金繰入額 12,262 13,312 

退職給付費用 18,110 15,960 

法定福利費 41,574 40,696 

採用費 24,107 31,595 

支払手数料 77,056 77,017 

減価償却費 3,001 2,214 

 

（有価証券関係）

 子会社株式（当事業年度末の貸借対照表計上額は95,400千円、前事業年度末の貸借対照表計上額は95,400千円）は、

市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、記載しておりません。 
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

 
前事業年度 

（2018年３月31日） 
 

当事業年度 
（2019年３月31日） 

繰延税金資産      

減価償却費 316千円   21,360千円 

賞与引当金 19,009   20,245 

敷金償却費 7,623   10,851 

未払事業税 1,806   3,908 

未払費用 3,207   2,804 

未払事業所税 1,759   1,607 

受注損失引当金 18,984   － 

繰越欠損金 122,791   154,720 

その他 －   482 

繰延税金資産小計 175,497   215,980 

税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 －   △154,720 

将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 －   △59,760 

評価性引当額小計 △175,497   △214,481 

繰延税金資産合計 －   1,498 

繰延税金負債      

前払費用 －   △1,498 

繰延税金負債合計 －   △1,498 

繰延税金資産の純額 －   － 

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となった

主要な項目別の内訳 

 
前事業年度 

（2018年３月31日） 
 

当事業年度 
（2019年３月31日） 

法定実効税率 30.9％   税引前当期純損失を計上して

いるため、記載を省略しており

ます。 

（調整）    

交際費等永久に損金に算入されない項目 1.4  

住民税均等割額 1.3  

評価性引当額の増減 △32.0  

その他 △0.3  

税効果会計適用後の法人税等の負担率 1.3  

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 
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④【附属明細表】

【有形固定資産等明細表】

（単位：千円） 
 

区分 資産の種類 当期首残高 当期増加額 当期減少額 当期償却額 当期末残高 減価償却累計額 

有形固定資産 建物 57,830 190 
53,142 

(53,142) 
4,878 － 34,588 

  工具、器具及び備品 22,815 － 
15,653 

(15,653) 
7,161 － 121,014 

  計 80,646 190 
68,795 

(68,795) 
12,040 － 155,602 

無形固定資産 ソフトウエア 6,785 360 
5,054 

(5,054) 
2,091 － － 

  計 6,785 360 
5,054 

(5,054) 
2,091 － － 

（注）１．当期増加額のうち主なものは次のとおりであります。 

建物 内装工事等 190千円 

ソフトウエア 社内利用ソフトウエア 360千円 

２．当期減少額の（ ）内は内書きで、減損損失の計上額であります。 

 

【引当金明細表】

（単位：千円） 
 

区分 当期首残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

賞与引当金 62,081 66,117 62,081 66,117 

受注損失引当金 62,000 － 62,000 － 

 

（２）【主な資産及び負債の内容】

連結財務諸表を作成しているため、記載を省略しております。 

 

（３）【その他】

該当事項はありません。 
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 毎年４月１日から翌年３月31日まで 

定時株主総会 毎事業年度終了後３ヶ月以内 

基準日 ３月31日 

剰余金の配当の基準日 ３月31日、９月30日 

１単元の株式数 100株 

単元未満株式の買取り・売渡し  

   

取扱場所 

（特別口座） 

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 

 三井住友信託銀行株式会社 証券代行部 

   

株主名簿管理人 

（特別口座） 

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 

 三井住友信託銀行株式会社 

取次所 ────── 

買取・売渡手数料 無料 

公告掲載方法 

当会社の公告方法は、電子公告とする。ただし事故その他やむを得ない事由によっ

て電子公告による公告をすることができない場合は日本経済新聞に掲載して行う。 

なお、電子公告は当会社のウェブサイトに掲載しており、そのアドレスは次のとお

りです。https://www.netyear.net/ 

株主に対する特典 該当事項はありません。 

（注） 単元未満株主の権利 

当社では、単元未満株主の権利を制限できる旨を、以下のように定款に定めております。 

第８条（単元未満株式についての権利） 

当会社の株主は、その有する単元未満株式について、次に掲げる権利以外の権利を行使することができな

い。 

１．会社法第189条第２項各号に掲げる権利 

２．会社法第166条第１項の規定による請求をする権利 

３．株主の有する株式数に応じて募集株式の割合及び募集新株予約権の割当を受ける権利 

４．次条に定める請求をする権利 

第９条（単元未満株式の買増し） 

当会社の株主は、株式取扱規程に定めるところにより、その有する単元未満株式の数と併せて単元株式数と

なる数の株式を売渡すことを請求することができる。 
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

 当社の金融商品取引法第24条の７第１項に規定する親会社等は、NTT株式会社であります。 

 

２【その他の参考情報】

 当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。 

(1）有価証券報告書及びその添付書類並びに確認書 

事業年度（第19期）（自 2017年４月１日 至 2018年３月31日） 2018年６月27日関東財務局長に提出 

(2）内部統制報告書及びその添付書類 

2018年６月27日関東財務局長に提出 

(3）四半期報告書及び確認書 

（第20期第１四半期）（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日） 2018年８月９日関東財務局長に提出 

（第20期第２四半期）（自 2018年７月１日 至 2018年９月30日） 2018年11月８日関東財務局長に提出 

（第20期第３四半期）（自 2018年10月１日 至 2018年12月31日） 2019年２月７日関東財務局長に提出 

(4）臨時報告書 

2018年６月29日関東財務局長に提出 

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２（株主総会における議決権行使の結果）に基づく臨

時報告書であります。

2019年３月７日関東財務局長に提出 

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第３号及び第４号（親会社及び主要株主の異動）に基づく臨時

報告書であります。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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  独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書  

 

  2019年６月26日
 

ネットイヤーグループ株式会社 
 

  取締役会 御中  

 

  有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員 

業務執行社員 
  公認会計士 小野  英樹  ㊞ 

 

 
指定有限責任社員 

業務執行社員 
  公認会計士 下平  貴史  ㊞ 

 

＜財務諸表監査＞ 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いるネットイヤーグループ株式会社の2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわ

ち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算

書、連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監査を行った。 

 

連結財務諸表に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

 

監査人の責任 

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明するこ

とにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

は、当監査法人に連結財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定

し、これに基づき監査を実施することを求めている。 

 監査においては、連結財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当

監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用され

る。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価

の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制

を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価

も含め全体としての連結財務諸表の表示を検討することが含まれる。 

 当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。 

 

監査意見 

 当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、ネッ

トイヤーグループ株式会社及び連結子会社の2019年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の

経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。 

 



＜内部統制監査＞ 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、ネットイヤーグループ株式会

社の2019年３月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。 

 

内部統制報告書に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に

係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。 

 なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。 

 

監査人の責任 

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した内部統制監査に基づいて、独立の立場から内部統制報告書に対する意見を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準

に準拠して内部統制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準は、当監査法人に内部統制報告書に重要な虚偽

表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき内部統制監査を実施すること

を求めている。 

 内部統制監査においては、内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について監査証拠を入手するた

めの手続が実施される。内部統制監査の監査手続は、当監査法人の判断により、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性

に基づいて選択及び適用される。また、内部統制監査には、財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結果

について経営者が行った記載を含め、全体としての内部統制報告書の表示を検討することが含まれる。 

 当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。 

 

監査意見 

 当監査法人は、ネットイヤーグループ株式会社が2019年３月31日現在の財務報告に係る内部統制は有効であると表示し

た上記の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠し

て、財務報告に係る内部統制の評価結果について、すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。 

 

利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

 

以 上 

※１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提出会

社）が別途保管しております。 

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。 

 



 
  独立監査人の監査報告書  

 

  2019年６月26日
 

ネットイヤーグループ株式会社 
 

  取締役会 御中  

 

  有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員 

業務執行社員 
  公認会計士 小野  英樹  ㊞ 

 

 
指定有限責任社員 

業務執行社員 
  公認会計士 下平  貴史  ㊞ 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いるネットイヤーグループ株式会社の2018年４月１日から2019年３月31日までの第20期事業年度の財務諸表、すなわち、

貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査を行っ

た。

 

財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示

することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が

必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することに

ある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、

当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに

基づき監査を実施することを求めている。

 監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査

法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財務

諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に

際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。

また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体と

しての財務諸表の表示を検討することが含まれる。

 当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

 当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、ネットイ

ヤーグループ株式会社の2019年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての重要な

点において適正に表示しているものと認める。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

 

以 上

※１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提出会

社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。

 


